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6 月 25 日 ( 土 ) 第 55 回総会に参加を！

 関東同窓会のホームページ　http://uedakant.sakura.ne.jp

【日時】 6 月 25 日（土）　　
　　　　11:45　受付開始
　　　　12:30~17:00 講演会、総会、演奏会、懇親会

【会場】千代田区一ッ橋 2-1-1　如水会館（☎ 03-3261-1101)
【会費】6,000 円（111、112、113 期は 2,000 円）

　　　　114 期は無料（予約申し込みが必要）
【交通】▶地下鉄三田線・新宿線・半蔵門線の神保町駅下車

　　　　A9 出口　徒歩 3 分
　　　  ▶地下鉄東西線の竹橋駅下車　1b 出口　徒歩 4 分

如水会館

地下鉄 神保町駅

地下鉄竹橋駅

毎日新聞

小学館

学士会館共立講堂

丸紅
首都高速

永
井
正
夫
氏　

が
講
演

「
山
極
勝
三
郎
物
語
」
を
制
作

62 期
基
金
の
活
用
に
よ
る
同
窓
会
活

動
の
一
層
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、

昨
年
10
月
の
幹
事
会
で
「
基
金
活

用
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
：
滝
澤

進
氏
＝
61
期
）
設
置
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
約
半
年
間
検
討
の
後
、
４
月

８
日
の
役
員
会
で
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

①
元
金
も
含
め
６
０
０
万
円
を

限
度
と
し
て
活
用
で
き
る
②
使
途
は

同
窓
会
活
動
の
活
発
化
に
資
す
る
も

の
と
す
る
③
単
年
度
の
取
り
崩
し
限

度
額
は
30
万
円
④
活
用
に
つ
い
て
予

算
・
決
算
を
総
会
で
承
認
を
得
る
⑤

以
上
を
踏
ま
え
「
運
営
基
金
運
用
規

程
」
を
改
正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

幹
事
長　

倉
沢　

裕
（
69
期
）

　
　
（
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
、

　
　

４
、５
ペ
ー
ジ
に
答
申
全
文
）　

一
層
の
活
動
活
発
化
を

　
基
金
活
用
で
検
討
委
答
申

奥
村
晃
氏
（
89
期
）

　
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
演
奏

映画プロデューサー
　　永井正夫氏

奥村　晃氏

映画
関
東
同
窓
会
は
６
月
25
日
（
土
）、

千
代
田
区
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
第
55

回
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
秋
公
開
予
定
の
「
う

さ
ぎ
追
い
し
―
山
極
勝
三
郎
物
語
」
を

制
作
中
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
永
井

正
夫
氏
（
62
期
）
の
講
演
。
懇
親
会
で

は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
奥お
く
む
ら
こ
う

村
晃
氏
（
89

期
）
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

永
井
氏
は
上
田
市
出
身
。
舞
台
活
動

の
の
ち
市
川
崑
、
新
藤
兼
人
ら
の
助
監

督
を
務
め
、
篠
田
正
浩
監
督
の
「
少
年

時
代
」、
森
田
芳
光
監
督
の
「
失
楽
園
」

「
武
士
の
家
計
簿
」
な
ど
著
名
な
作
品

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
数
多
く
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
発
が
ん
研
究
の
先
駆
け
と

な
っ
た
山
極
勝
三
郎
は
、
東
京
帝
大
教

授
時
代
に
ウ
サ
ギ
の
耳
に
コ
ー
ル
タ
ー

ル
を
塗
っ
て
人
工
が
ん
を
作
り
、
ノ
ー

ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
候
補
に
な
っ
た
。

し
か
し
同
賞
は
ラ
ッ
ト
に
胃
が
ん
を
発

生
さ
せ
た
と
発
表
し
て
同
時
に
候
補
に

な
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
受
賞
。
の
ち

に
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
実
験
は
誤
り

と
分
か
り
、
今
で
は
世
界
で
初
め
て
が

ん
を
作
っ
た
の
は
山
極
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は

幻
に
な
っ
た
。

　

永
井
氏
は
大
腸
が
ん
で
入
院
し
た
病

院
で
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら
れ
た
病
院
史
の

中
に
山
極
の
名
前
を
見
い
だ
し
、
退
院

後
自
分
と
同
郷
で
あ
る
こ
と
や
業
績
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。
山

極
勝
三
郎
と
映
画
化
へ
の
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

奥
村
氏
は
東
京
芸
大
出
身
、
新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
の
ほ
か
槇
原
敬
之
、

椎
名
林
檎
、
渡
辺
貞
夫
ら
の
バ
ン
ド
ツ

ア
ー
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も
参
加
。

奥
村
氏
は
「
皆
さ
ま
ご
存
知
の
曲
を
中

心
に
、
聴
き
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。　

開始が例年より１時間早くなっています。
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チ
ェ
ロ
と
真
田
丸
の
新
年
会

　

３
月
26
日
（
土
）
の
昼
下
が
り
、
69

期
16
人
が
集
ま
っ
た
。
今
を
時
め
く
六

文
銭
の
鉢
巻
き
を
し
て
い
た
の
は
上
田

高
校
の
後
輩
で
あ
る
店
の
オ
ー
ナ
ー
だ

け
だ
っ
た
が
、
参
加
者
が
総
会
で
期
待

さ
れ
て
い
る
実
行
委
員
期
の
役
割
を
無

事
に
果
た
そ
う
と
い
う
決
意
に
満
ち
て

い
た
の
は
疑
い
な
い
。

　

会
場
は
新
橋
駅
前
に
あ
る
居
酒
屋

「
正
味
亭
尾
和
」。
地
ビ
ー
ル
の
「
お
ら

ほ
ビ
ー
ル
」
や
信
州
の
地
酒
、
フ
キ
ノ

ト
ウ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山
菜
を
は
じ
め

　

１
月
23
日
、八
重
洲
の
中
華
料
理
店
・

泰
興
楼
で
第
２
回
同
期
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
幸
い
降
雪
の
予
報
も
外
れ
て

出
席
者
は
14
人
で
し
た
。
３
年
前
の
上

野
で
の
第
１
回
・
25
人
よ
り
少
数
で
し

た
が
、
今
回
は
メ
ー
ル
連
絡
が
つ
か
な

い
約
40
人
へ
は
往
復
は
が
き
で
案
内
す

る
な
ど
し
た
結
果
、
う
ち
９
人
が
初
参

加
と
な
り
、
２
次
会
も
13
人
が
参
加
し

　

総
会
会
場
で
は
会
員
の
作
品
展
示
、

頒
布
も
実
施
し
ま
す
。
書
籍
、
写
真
、

随
筆
、
紀
行
文
、
手
工
芸
品
な
ど
の
出

品
、
班
活
動
、
同
窓
・
同
期
・
同
級
会

の
記
録
な
ど
の
展
示
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
︻
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
︼

    

副
会
長　

池
田
有
美
子
（
69
期
）

    

電
話080-3579-2675

   

メ
ー
ル　

yxy@
m

ub.biglobe.ne.jp

作
品
展
示
し
ま
す

実
行
委
員
期
が
始
動

寺
島
さ
ん
の
演
奏
楽
し
む

今
年
は
69
︑

74
︑

79
︑
₈4
︑

89
期

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
関
東
同
窓
会
総
会
は
79
期
が

実
行
委
員
を
務
め
る
こ
と
を
再
確
認

し
、
６
月
25
日
（
土
）
の
再
会
を
約
束

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

79
期
代
表
幹
事　

荻
原　

貴

 

地
域
感
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
自
己
紹
介
や

近
況
報
告
を
し
て
旧
交
を
温
め
た
。

早
く
も
仏
像
の
彫
像
や
絵
画
な
ど

の
趣
味
に
走
る
者
、
１
２
０
歳
ま
で
現

役
で
働
き
続
け
る
と
豪
語
し
な
が
ら
離

席
し
て
紫
煙
を
く
ゆ
ら
せ
る
者
と
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。皆
、輝
い
て
人
生
を
送
っ

て
い
る
。

　

最
後
に
総
会
実
行
委
員
長
の
古
畑
克

巳
氏
か
ら
、
各
組
５
人
計
40
人
以
上
の

同
期
参
集
を
目
標
に
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

仲
間
に
声
を
か
け
る
こ
と
を
酔
眼
な
が

ら
も
誓
い
合
っ
て
、
た
そ
が
れ
の
新
橋

に
散
っ
て
い
っ
た
。

69
期
８
組　

関　

和
義

に
わ
た
り
優
雅
な
チ
ェ
ロ
の
音
色
に
聴

き
入
っ
た
。最
後
は
チ
ェ
ロ
の
伴
奏
で
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

　

続
い
て
開
い
た
懇
親
会
で
は
、
髙
梨

奉
男
会
長
が
、「
真
田
丸
」
の
放
映
に

当
た
っ
て
、
本
部
の
日
置
理
事
長
や
校

友
か
ら
「
番
組
の
ど
こ
か
で
母
校
の
校

門
や
校
歌
を
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、
総
会

当
日
、
講
師
の
真
田
丸
の
チ
ー
フ
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
屋
敷
陽
太
郎
氏
に
控
室

で
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
１
回

の
最
後
に
両
方
と
も
放
映
さ
れ
た
と
経

　

関
東
同
窓
会
の
新
年
会
は
１
月
21

日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
教
育
会
館
で

開
き
、
44
―
５
期
か
ら
１
０
５
期
の
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は

同
窓
生
で
フ
リ
ー
の
チ
ェ
ロ
奏
者
寺
島

志
織
さ
ん
（
１
０
５
期
）
が
、
新
明
知

美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の「
春
の
歌
」な
ど
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
ほ
か
、
長
野
県
出
身
の
作
曲
家
に

よ
る
「
夕
焼
け
こ
や
け
」（
草
川
信
）、

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」（
中
山
晋
平
）、「
お
く

り
び
と
」（
久
石
譲
）
な
ど
を
、
ト
ー

ク
を
交
え
て
演
奏
。
参
加
者
は
約
40
分

緯
を
紹
介
。「
１
年
間
真
田
丸
を
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　

清
水
巻
郎
さ
ん
（
46
期
）
の
乾
杯

で
懇
談
が
始
ま
り
、
６
月
25
日
の
総

会
で
実
行
委
員
長
を
務
め
る
古
畑
克

巳
さ
ん
（
69
期
）
が
「
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

参
加
し
て
」
と
呼
び
掛
け
た
。
藤
村

延
魚
さ
ん
（
54
期
）
が
六
文
銭
の
付

い
た
鉢
巻
き
と
法
被
姿
で
応
援
歌
と

凱
歌
な
ど
を
リ
ー
ド
、
会
場
に
歌
声

が
響
き
盛
り
上
が
っ
た
。
会
場
に
は

真
田
丸
の
ポ
ス
タ
ー
も
貼
ら
れ
、「
真

田
丸
の
年
」
を
思
わ
せ
る
新
年
会
と

な
っ
た
。

69
期
は
新
橋
で

KICK OFF

79
期
は
八
重
洲
で

69 期

79 期
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慎
重
か
つ
有
効
に
基
金
活
用
を

　

運
営
基
金
活
用
検
討
委
員
会
は
、
昨

年
10
月
の
設
置
以
来
慎
重
に
検
討
を
進

め
た
結
果
、
４
月
８
日
に
答
申
を
行
い

ま
し
た
。（
４
、５
ペ
ー
ジ
に
答
申
の
全

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

運
営
基
金
に
は
、
１
９
８
５
（
昭

和
60
）
年
の
設
置
以
来
、
６
０
８

人
も
の
会
員
か
ら
拠
出
が
行
わ
れ
、

２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
で
、
総
額
は

１
、１
３
０
万
円
（
基
金
利
息
80
万
円

を
含
む
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
活
用
が
可
能
な
の

は
利
息
収
入
に
限
ら
れ
る
一
方
、
近
年

の
金
利
低
下
に
よ
っ
て
年
間
利
息
収
入

が
数
千
円
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
か
ら
、
基
金
の
設
置
に
よ
っ
て
実
現

し
よ
う
と
し
た
同
窓
会
財
政
の
安
定
に

は
十
分
貢
献
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
検
討
委
員
会
で
は
、
新

た
な
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
基
金
が
同
窓

会
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
慎
重
、
か
つ

有
効
に
活
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
を
基
本
に
、検
討
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

検
討
に
当
た
っ
て
、
基
金
に
拠
出
を

い
た
だ
い
た
拠
出
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
な
ど
、
幅
広
く
会
員
の
意
見
を
伺

う
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

４
回
の
会
合
を
含
む
慎
重
な
検
討
の

結
果
、
主
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
元

金
の
活
用
を
可
能
と
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
最
近
の
金
利
低
下
の
状
況

か
ら
、
元
金
の
活
用
も
や
む
を
得
な

い
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
利
息
分
を
含
む
取
り
崩
し
の
限
度

額
を
設
け
る
こ
と
し
、
限
度
額
に
つ
い

て
は
現
行
の
基
金
総
額
の
半
額
を
目
安

に
６
０
０
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
単
年
度
の
取
り
崩
し
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
最
近
の
母
校
班
活
動
の

招し
ょ
う
へ
い
聘
費
用
な
ど
を
勘
案
し
、
30
万
円

と
し
ま
し
た
。

   

こ
の
ほ
か
、
取
り
崩
し
た
基
金
の
使

途
は
「
同
窓
会
活
動
の
活
発
化
」
に
資

す
る
事
業
に
限
る
こ
と
、
毎
年
度
「
運

営
基
金
特
別
会
計
」
の
予
算
お
よ
び
決

算
に
つ
い
て
総
会
で
承
認
を
得
る
こ
と

な
ど
を
答
申
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
は
、本
年
度
の
総
会
で「
運

営
基
金
運
用
規
程
」
の
改
正
案
が
承
認

さ
れ
て
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
ま
す
が
、

基
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
同
窓
会
活

動
が
一
層
活
発
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

運
営
基
金
活
用
検
討
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

滝
澤　

進
（
61
期
）

平
成
28
年
度
に
向
け
て

会
長　

髙
梨　

奉
男
（
62
期
）

　

平
成
27
年
度
は
「
基
金
活
用
検
討
委

員
会
」
を
設
立
し
、
滝
澤
進
相
談
役

（
61
期
）
を
委
員
長
に
委
員
、
相
談
役

の
皆
さ
ま
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
真

剣
な
議
論
の
結
果
を
４
月
８
日
役
員

会
、
同
21
日
幹
事
会
に
答
申
い
た
だ
き

ま
し
た
。
答
申
は
基
金
拠
出
者
の
意
思

を
尊
重
し
つ
つ
、
ま
た
若
手
会
員
の
参

加
を
促
し
つ
つ
、
本
会
の
一
層
の
発
展

に
つ
な
が
る
施
策
実
現
の
た
め
使
用
金

額
年
額
30
万
円
、
総
額
６
０
０
万
円
を

を
限
度
と
し
て
、
基
金
を
活
用
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
21
日
の
幹
事

会
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
正

式
に
は
６
月
25
日
の
総
会
に
お
い
て
承

認
を
得
て
発
効
と
な
り
ま
す
。
本
会
報

に
そ
の
経
緯
や
規
定
改
正
案
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
委
員
・
相
談
役
各
位
と

基
金
を
拠
出
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
常
設
委
員
会
か
ら
生
ま
れ
た
や
ま

び
こ
句
会
、
赤
松
小
三
郎
研
究
会
、
女

性
同
窓
会
は
完
全
に
定
着
し
た
感
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
赤
松
研
究
会
講
演
会

に
会
員
外
の
聴
講
が
多
数
み
ら
れ
〝
赤

松
小
三
郎
〟
は
少
し
世
に
知
ら
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
同
窓
会
へ

の
参
加
者
増
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て

同
期
会
結
成
を
働
き
か
け
た
結
果
、
68

期
ほ
か
三
つ
の
同
期
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、

母
校
卒
業
式
に
併
せ
て
新
卒
業
生
に
対

し
「
地
域
同
窓
会
に
加
入
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う
」
の
チ
ラ
シ
を
全

員
に
配
布
し
ま
し
た
。
会
費
納
入
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

期
に
よ
っ
て
成
果
は
ば
ら
つ
き
が
出
ま

し
た
。
会
報
「
う
え
だ
」
は
、
会
員
だ

け
で
な
く
会
報
を
目
に
し
た
外
部
の
皆

さ
ん
か
ら
も
高
い
評
価
い
た
だ
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
し
つ
つ
、
経

費
節
減
に
努
め
ま
し
た
が
ほ
ぼ
予
算
通

り
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。　

　

平
成
28
年
度
予
算
案
は
、
基
金
活
用

の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。
大
切
な
基
金

で
す
か
ら
そ
の
使
途
は
答
申
に
の
っ

と
っ
た
も
の
と
し
、
引
き
続
き
経
費
節

減
に
努
力
し
つ
つ
、
増
収
策
と
し
て
の

会
費
納
入
促
進
、
同
期
会
結
成
促
進
と

総
会
や
新
年
会
、
同
好
会
や
女
性
同
窓

会
へ
の
参
加
者
増
、
会
報
へ
の
広
告
主

増
な
ど
、
き
め
細
か
な
施
策
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
基

金
活
用
施
策
は
そ
の
進し
ん
ち
ょ
く捗や

使
用
額
の

管
理
を
徹
底
し
、
決
算
で
も
き
ち
ん
と

明
示
致
し
ま
す
。
期
代
表
幹
事
各
位
に

は
、
各
期
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
各

施
策
推
進
の
た
め
の
お
願
い
事
を
す
る

こ
と
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

髙梨奉男会長

滝澤進委員長
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　　　　①　基金拠出者へのアンケート調査（平成２７年１１月１日～

　　　　　　１１月３０日）

　　　　　　基金拠出者５５６名のうち住所が確認できた３３８名にアン

　　　　　ケート用紙を送付し、１３７名から回答を得た。（回答率

　　　　　４１％）

　　　　　　アンケートの結果は、見直し賛成５７名（４２％）、見直し

　　　　　反対４名（３％）、委員会に一任７６名（５５％）であった。

　　　　　また、基金の使途については、同窓会総会への母校班活動招へ

　　　　　い費用が８１％の賛成を得るなど、同窓会活動活発化のための

　　　　　使途への支持が高くなった。　　　　　　　

　　　　　　また、意見としては、基金の増に努力すべき、活動経費は本

　　　　　来会費でまかなうべき（以上は見直し反対者からの意見）、安

　　　　　易に取り崩さないよう慎重な姿勢が大切、会費、総会参加者、

　　　　　寄付金の増などにより収入増を図るべき、経費削減を行うべき、

　　　　　基金の運用方法を改善すべき、などが出された。

　　　　②　ホームページを通じての調査（平成２７年１２月２５日～平

　　　　　成２８年１月３１日）

　　　　　　ホームページを通じては、１件の意見があり、基金の運用の

　　　　　改善についてのアドバイスなどが寄せられた。

３　答申の考え方 ( 委員会の審議における論点論点とそれぞれに対する考　　　

　　え方）

　　上記会員からの意見等を踏まえ、委員会では今後の基金のあり

　　方につ いて、次のような論点を中心に検討を進め、その結果を答申

　　あに盛り込 んだ。

       　

（１）　元金の活用について

　　　毎年度の利息収入が少額にとどまっている現状においては、同窓会

　　運営の財政的安定や活動の活発化のため、元金についても利息を含め

　　一定限度まで取り崩すことは止むを得ないとの結論となった。また、

　　この場合の取崩しの限度額については、現行の基金総額

　　１、１３０万円の半額を目安に、６００万円とすることとなった。

（２）　基金の使途及び使用の限度額について

　　   基金の使途や単年度の使用額については、予め制限を設けない方が

       良いのではないかとの意見があった。

　　　  　これについては、

　　　　　・　基金は同窓会の貴重な財産であり、拠出者の尊い善意に基

                     づくものであることから慎重な取扱いが必要である。このた

                     め、運用規程において運用についての大まかなルールを明定

                     し、そのルールの下で毎年度の取崩し額や使途を決定してい

　　　　　　く必要がある。

　　　　　・　特に、使途については、単なる赤字の穴埋めとして使用さ

　　　　　　れることのないよう、運用規程において、「同窓会活動の活

　　　　　　発化」に資する事業に充てることとする旨を明確に示してお

　　　　　　くことが必要である。ただし、毎年度の使途については、「同

　　　　　　窓会活動の活発化に資する事業に充てる」とのルールの下で、

　　　　　　各年度のニーズに合った使途への使用が可能となるよう規定

　　　　　　することが適当である。

　　　　　・　また、単年度の使用限度額についても、運用規程で一定の

　　　　　　額を明記し、歯止めをかけておくべきであり、その額につい

　　　　　　ては最近の総会への母校班活動招へい費用等を勘案し、

　　　　　　３０万円とすることが適当である。

       　　との結論となった。

　

（３）　基金自体のあり方について

　　　　基金は、設立当初に意図したものと異なっているので、取り崩し

　　　を進めたあとは、将来的には基金を廃止すべきとの意見があった。

　　　　これについては、

　　　　・　基金は、同窓会の運営基盤を強化するために重要な役割を

　　　　　果たすものであり、同窓会の貴重な財産として将来とも可能

　　　　　な限り存続させるべきである。

　　　　・　基金を存続させることにより今後の金利上昇等経済情勢の変

　　　　　化へ対応できる可能性を残しておくべきである。

　　　　・　基金は、特別な場合における大口寄付者等からの寄付の受け

　　　　　皿としても有意義である。

　等から、将来とも基金を存続することが適切であるとの結論となった。

　　　　

（４）　基金への新たな拠出について

　　　　基金を取り崩すだけではなく、基金への新たな拠出についても努

　　　力すべきとの意見があった。

　　　　これについては、基金の取崩しを行っている状況下においては、

　　　大口の寄付者等で特に基金への拠出を希望されるような特別な場合

　　　を除き、基金への新たな拠出をお願いすることには、会員の理解が

　　　得られにくく、また、寄付金として受け入れる場合と比較し単年度

　　　の収入が減少する結果となることから、同窓会活動の活発化の観点

　　　からも、実状にそぐわないとの結論となった。

　　　　なお、大口寄付者等からの寄付の受け皿として基金を活用するこ

　　　とについては、会員の十分な理解と協力が得られるよう、具体的な

　　　推進方策について検討を進めるべきである。

　　

（５）　基金の運用について

　　　　基金の運用については、定期預金のみではなく、国債の購入を検

　　　討すべきではないかとの意見があった。

　　  　 これについては、国債の購入は可能とするが、期日前の国債の

　　　売却等による損失を生じないよう慎重に配慮しつつ、検討する必要

           があるとの結論となった。

４　その他

  今回の検討の過程において、会員や委員から、「同窓会の運営経費は基

本的には会費によってまかなわれるべきであることを踏まえ、若手会員の

同期会の組織化等を進めつつ、会費納入に対する会員のいっそうの理解が

得られるよう努める必要がある」との意見が出されたことを特に付記して

おきたい。
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 　　　　　　　　　運営基金の活用に関する答申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    平成２８年４月８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田高等学校関東同窓会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営基金活用検討委員会

１　諮問と答申の概要

（１）　運営基金活用検討委員会（以下「委員会」）は、平成２７年１０月　　　　

　　１日に設置され、次の事項を含む運営基金（以下「基金」）の活用の

　　あり方について検討し、平成２８年４月を目途に答申するよう諮問を

　　受けた。

　　　①　基金の活用方策（元本・利息別に）

　　　②　基金の具体的な使途

　　　③　使途別、年度別の活用金額

　　　④　上記の検討結果を踏まえた「運営基金運用規程﹂ の改正案

（２）　委員会は、この諮問を受け、基金拠出者へのアンケート調査などに

　　より会員からの意見を伺いつつ、４回にわたり慎重な審議を重ねた結

　　果、次のとおり答申することとした。

　　　①　元金についても、今後、利息と合わせ６００万円を限度として

　　　　取り崩し、活用できることとする。

 　      ②　取り崩した基金の具体的な使途は、関東同窓会（以下同窓会）

　　　　総会への母校班活動招へい費用など同窓会活動の活発化に資する

　　　　ものとする。

      　 ③　単年度の基金の取崩しの限度額は３０万円とするが、使途別の

　　　　限度額は設けない。

 　 　  ④　毎年度、「運営基金特別会計」についての予算及び決算を総会

　　　　に提出し、承認を得る。

    　   ⑤　以上を踏まえ、「運営基金運用規程」を次のとおり改正する。

　　　　　○　「運営基金運用規程改正案」

        （１）　運営 基金（以下「基金」）は、関東同窓会の会運営の財政的

                安定 と活動の活発化に貢献する事を目的とし、「運営基金特別

                会計」において経理する。

       （２）　基金は、安全確実な金融機関に託すほか、適切な場合には、国 

                 債の購入を行うことができる。

       （３）　基金は、会の運営上必要な場合には、総額６００万円を限度と

                  して取り崩し、一般会計に繰り入れることができる。

      （４）　上記（３）において、単年度に取り崩すことのできる基金の額

               は３０万円を限度とし、その使途は同窓会活動の活発化に資す

               る次の事業の中から年度ごとに決定する 。

　　    ①　関東同窓会総会等への母校班活動招へい費用

　　    ②　若手会員の同期会組織化の通信費等

　　    ③　新卒業生の総会招待への補助

　　    ④　年会費納入促進のための費用

           ⑤　その他同窓会活動の活発化に資する事業

     （５）　上記（４）において、単年度の使用額が当該年度の取崩し額に

              満たない場合には、残額を翌年度に繰り越し（４）の使途に充て

                ることができる。　

      （６）　毎年度、「運営基金特別会計」についての予算及び決算を総会

             に提出し、承認を得るものとする。

      （７）　この規程の改正は、総会において承認を得なければならない。

      附則　この改正は、平成２８年度の通常総会開催の日から実施する。

　　　　　○　「現行　運営基金運用規程」

      （１）　基金は関東同窓会の基本的財産として会運営の財政的安定に貢

               献する事を目的とする。

      （２）　基金は安全確実な金融機関に託し、元本はこれを保全し､ 利子

               のみを以って会の運営に資す。

      （３）　基金利子の使途は当面次の優先順位による。

　　　 ①　会員名簿の発行　②　新卒業生の総会招待への補助

 　　　③　会費不納同窓生への会報送付料の補助　

            ④　その他会運営の補助

２　答申に至るまでの経過

（１）　基金の現状と問題点

　　　基金は、昭和６０年、同窓会運営の財政的安定に貢献することを目

          的に、基金利子のみを会員名簿の発行等の使途に充てることとして

          設置された。（「運営基金運用規 程」参照）設置以降６０８名の会員

           からの拠出により、その規模は平成２７年３月末現在で、

         １、１３０万円（基金利息８０万円を含む）に達している。

　　　　しかし、近年の金利の低下に伴い、利息収入は毎年度数千円程度

　　　にとどまっており、使途の制約等もあって、基金の設置により実現

　　　しようとした同窓会財政の安定には十分貢献できていない。（この

　　　間の基金の使用実績は平成１７年度及び平成１８年度の合計

　　　１７０万円に止まっている。また、平成２６年度以降は、同窓会の

　　　収支や近年の金利低下の状況を踏まえ、基金への拠出ではなく、各

　　　年度の収入として活用可能な寄付の形での貢献をお願いしている）

（２）　委員会の審議経過

　　　　委員会は、平成２７年１０月１日の幹事会で設立が承認されて以

　　　降、次のとおり４回の審議を行った。

　　　　　　第１回　平成２７年１０月１３日

　　　　　　　　議題：　スケジュール、拠出者へのアンケート調査等

　　　　　　第２回　平成２８年１月２１日

　　　　　　　　議題：　アンケートの回答概要、論点整理

　　　　　　第３回　平成２８年２月２４日

　　　　　　　　議題：　答申案の検討

　　　　　　第４回　平成２８年３月１８日　

　　　　　　　　議題：　答申の決定

（３）　会員に対するアンケート調査等

　　　　委員会は、審議に当たり、基金の活用について会員の意見を伺う

　　　必要があるとの考えから、基金拠出者にアンケート調査を行うとと

          もに、ホームページを通じ広く会員から意見を求めた。
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や
ま
び
こ
句
会

　

や
ま
び
こ
句
会
で
俳
句
の
勉
強
を
始

め
て
か
ら
４
年
が
た
ち
ま
し
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
か
な
り
立
派
な
句
を
詠
ん
で

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
普
段
の
努
力
が
足
り
ず
、
今
も
っ

て
季
語
を
二
つ
使
っ
た
り
、
季
語
の
説

明
を
し
て
し
ま
っ
た
り
初
歩
的
な
ミ
ス

を
犯
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
詠

む
分
野
は
地
理
・
生
活
が
多
く
、
次
に

時
候
・
天
文
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
動
詞

が
多
く
な
り
が
ち
な
生
活
句
は
焦
点
が

ボ
ケ
や
す
く
注
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
会
員
数
は
13
人
。
児
玉
先
生
を

中
心
に
句
の
添
削
・
推す

い
こ
う敲
に
も
十
分
時

間
が
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
か
ら
岡
清
助
さ
ん
（
37
期
）
が

会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
、
上
田

の
こ
と
を
知
る
人
が
周
囲
に
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
の
句
会
で
は
上

田
の
話
が
通
じ
る

の
で
楽
し
い
そ
う

で
す
。現
在
96
歳
、

句
歴
30
年
。
つ
え

を
つ
き
、都
バ
ス
、

地
下
鉄
を
乗
り
継

い
で
会
場
へ
お
見

え
に
な
り
ま
す
。

お
声
も
若
々
し
く

し
っ
か
り
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　　

遠
足
の
砥と

い
し石

城

址
で
戦
史
き
く

（
清
助
）

　

室
賀
太
郎
（
62

期
）

96
歳　
岡
清
助
さ
ん
が
会
員
に

　

赤
松
小
三
郎
研
究
会
は
２
０
１
３
年
８
月

発
足
以
来
偶
数
月
の
第
３
火
曜
日
に
集
ま
り

毎
回
参
加
者
が
自
発
的
に
赤
松
小
三
郎
に
関

連
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
発
表
し
て
い
ま

す
。
ま
た
通
常
の
例
会
に
代
え
て
年
に
１
、

２
回
外
部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、
関
東
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
赤
松
小
三
郎
研
究
会
」
で
ご

覧
く
だ
さ
い
）

○
第
14
回
（
２
０
１
５
・
10
・
20
）

　

岡
田
渉
さ
ん
（
64
期
）
に
よ
る
「
横
須
賀

の
防
衛
大
学
情
報
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
赤
松
小
三
郎
の
完
訳
本
﹃
重
訂
英
国
歩
兵

練
法
﹄（
赤
本
）
と
そ
の
英
文
原
書
の
調
査

報
告
」。
同
図
書
館
に
よ
る
と
こ
の
英
文
原

書
は
赤
松
か
ら
坂
本
龍
馬
の
手
に
渡
っ
た
も

の
と
の
こ
と
。

○
第
15
回
（
12
・
15
） 

　

映
画
「
な
ま
く
ら　

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

～
京
在
日
記
秘
録
～
」
の
上
映
会
。
赤
松
小

三
郎
暗
殺
の
背
景
を
多
角
的
に
考
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

○
第
16
回
（
２
０
１
６
・２
・
16
）

　

①
石
川
浩
さ
ん（
特
別
会
員
）に
よ
る「
重

訂
英
国
歩
兵
練
法
（
赤
本
）
と
英
国
歩
兵
錬

法
（
青
本
）
の
保
存
（
施
設
）
に
つ
い
て
」

の
発
表
②
滝
澤
進
さ
ん（
61
期
）に
よ
る「
赤

松
小
三
郎
と
佐
久
間
象
山
」
の
発
表
。
政
治

に
及
ぼ
し
た
影
響
で
の
比
較
で
は
、
赤

松
は
松
平
春
嶽
・
島
津
久
光
へ
の
建
白
、

西
郷
隆
盛
ら
へ
の
幕
薩
一
和
を
働
き
か

け
、「
英
国
歩
兵
練
法
」
の
翻
訳
等
を

通
じ
て
わ
が
国
兵
制
の
近
代
化
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
山
本
覚
馬
ら
を
通
じ

て
明
治
政
府
の
施
策
や
京
都
市
政
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
一
方
佐
久
間

は
真
田
幸
貫
、
徳
川
慶
喜
の
ブ
レ
ー
ン

と
し
て
幕
末
の
わ
が
国
の
対
外
政
策
や

政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
と

も
に
、
吉
田
松
陰
、
勝
海
舟
ら
門
人
を

通
じ
て
幕
末
・
明
治
に
大
き
な
影
響
力

を
及
ぼ
し
た
。　

　
　
（
赤
松
小
三
郎
研
究
会
事
務
局
）

「
な
ま
く
ら
」
上
映
会
や
講
演

赤
松
小
三
郎
研
究
会
の
活
動

　

や
ま
び
こ
句
会　
　
（
10
月
～
３
月
）

古
稀
と
い
ふ
言
葉
の
重
み
去
年
今
年　
　
（
一
江
）

初
電
話
郷さ

と里
に
同
期
の
生
き
残
り　
　
　
（
清
助
）

人
も
陽
も
家
路
急
が
ぬ
春
日
暮　
　
　
　
（
奉
男
）

初
場
所
や
墨
田
の
川
に
寄
せ
太
鼓　
　
　
（
正
佳
）

年
忘
れ
稚
児
も
ひ
と
り
に
数
へ
け
り　
　
（
貴
美
）

夕
時
雨
眼ま
な
ここ

ら
し
て
鳴
子
峡　
　
　
　
　
（
太
郎
）

ミ
モ
ザ
咲
く
港
の
街
の
異
人
館　
　
　
　
（
隆
治
）

鳴
き
交
わ
す
ふ
く
ら
雀
や
校
舎
跡　
　
　
（
正
雄
）

見
上
ぐ
れ
ば
欅
け
や
き

大
樹
に
破
れ
凧た

こ　
　
　
　
（
平
六
）

駅
弁
に
発
車
の
ベ
ル
や
雪
し
ま
く　
　
　
（
前
歩
）

苔
ま
と
ふ
水
掛
不
動
や
冬
に
入
る　
　
　
　
（
孝
昭
）

轆ろ
く
ろ轤
挽
く
檜ひ

の
きか
ほ
れ
り
冬ふ

ゆ
ひ
な
た

日
向　

 　

  　

 （
芙
紗
）

「なまくら」上映後の制作者とのトークショー

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18 号
赤坂見附 KITAYAMA ビル３階
TEL：０３－５５７０－５６７１（代表）
FAX：０３－５５７０ー５６７４

【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分
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波 戸 岡 光 太
黒 澤  真 志

弁護士（所長）
弁護士
弁護士
弁護士
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春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
34
人

優
勝
は
清
水
龍
夫
さ
ん
（
69
期
）

　

第
25
回
関
東
同
窓
会
春
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
４
月
７
日（
木
）泉
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
（
千
葉
県
印
西
市
）
で
55
期
か

ら
69
期
ま
で
の
同
好
会
メ
ン
バ
ー
34
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
強
い
雨
の
た
め

前
半
９
ホ
ー
ル
だ
け
で
中
止
、
ハ
ー
フ

ス
コ
ア
で
の
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

　

個
人
戦
の
優
勝
は
清
水
龍
夫
さ
ん

（
69
期
）
グ
ロ
ス
52
、
ネ
ッ
ト
35
・
５

▽
準
優
勝
は
滝
沢
鉄
夫
さ
ん
（
63
期
）　　

グ
ロ
ス
42
、
ネ
ッ
ト
36
・
０
▽
第
３

位
は
矢
ケ
崎
智
さ
ん (

64
期)

グ
ロ
ス

49
、　

ネ
ッ
ト
37
・
０
▽
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
は
滝
沢
鉄
夫
さ
ん
（
63
期
）
が
獲
得

し
た
。
４
チ
ー
ム
が
参
戦
し
た
期
別
対

抗
戦
は
69
期
が
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

 

表
彰
式
兼
親
睦
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

今
回
初
め
て
参
加
の
大
工
原
信
義
さ

ん
（
62
期
）
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、

た
だ
１
人
皆
勤
参
加
の
宮
島
光
男
さ
ん

（
55
期
）
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

次
回
第
26
回
コ
ン
ペ
は
11
月
11
日

（
金
）
泉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
千
葉

県
印
西
市
）
で
開
催
の
予
定
。

　

関
東
同
窓
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
は
コ

ン
ペ
の
新
規
参
加
メ
ン
バ
ー
を
募
集

中
。

　

希
望
者
は090-6042-0566

　

cpafuruh@
tky.3w

eb.ne.jp

　

代
表
幹
事
古
畑
克
巳
（
69
期
）
ま
で　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

荒
木
久
文
（
69
期
）　

あいにくの雨で 9 ホールで終了、表彰式を終えて

　

３
月
６
日(

日)

神
楽
坂
の
日
本

出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
通
算
９
回
目
と

な
る
女
性
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
52
期
か
ら
81
期
ま
で

の
27
人
、
初
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
64
期
の
山
浦
ひ
ろ
み

さ
ん
と
３
人
の
仲
間
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー
付
き
の
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
珍
し
い
リ
コ
ー
ダ
ー
の

四
重
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ビ
バ
ル

デ
ィ
作
曲
「
四
季
」
の
「
春
」
を
皮

切
り
に
15
世
紀
か
ら
20
世
紀
ま
で
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
じ
め
３
人
の
作
曲

家
の
「
野
薔
薇
」
や
お
な
じ
み
の
映

画
音
楽
な
ど
を
10
曲
、
最
後
は
全
員

で
「
星
に
願
い
を
」
を
英
語
の
歌
詞

で
歌
い
ま
し
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
さ

え
感
じ
ら
れ
る
柔
ら
か
な
音
色
に
優

し
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
会
食
で
、
お
弁
当
を
食

し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
ス
ピ
ー
チ

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り
の

お
話
は
下
世
話
な
話
題
な
ど
一
つ
も

な
く
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
充
実

し
た
前
向
き
な
日
々
を
過
ご
し
、
多

彩
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子

が
伝
わ
る
も
の
で
し
た
。
皆
さ
ん
が

爽
や
か
な
良
い
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

楽
し
い
和
や
か
な
時
間
は
瞬
く
間

に
た
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た

が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の
会

が
単
に
「
懐
か
し
い
会
」、「
新
た
な

出
会
い
の
会
」
で
あ
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
心
置
き
な
く
話
せ
る
場
」

で
あ
り
、「
刺
激
を
も
ら
え
る
場
」

で
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
次
回
も
楽
し
い
企
画
を
し
て
お

誘
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

  　
(

69
期　

池
田
有
美
子)

９
回
目
の
女
性
同
窓
会

リ
コ
ー
ダ
ー
四
重
奏
楽
し
む
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上
田
城
保
存
に
貢
献
し
た

丸
山
平
八
郎
︵
直
養
・
直
義
︶

成
田
邦
夫
（
56
期
）

家
に
返
還
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
こ
の
条
件
付
き

の
ま
ま
上
田
市
に
引
き
継
が
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

▼
丸
山
家
に
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

明
治
２
年
８
月
、
困
窮
し
た
農
民
ら

に
よ
る
上
田
騒
動
が
起
き
打
ち
こ
わ
し

が
続
い
た
。
丸
山
家
に
も
暴
徒
が
押
し

入
り
、
道
具
や
着
物
な
ど
家
具
家
財
を

同
家
裏
の
矢
出
沢
川
に
投
げ
捨
て
た
。

直
義
の
妻
や
す(

当
時
19
歳)

は
川
に

入
り
家
財
を
拾
い
集
め
た
が
、
そ
れ
が

も
と
で
女
児
を
流
産
し
た
う
え
死
亡
し

て
し
ま
う
。
直
義
は
若
妻
と
娘
を
亡
く

し
た
償
い
に
こ
の
条
件
を
思
い
つ
い
た

と
い
う
話
が
丸
山
家
に
伝
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
遊
園
地
で
亡
き
若
妻
が
赤
子

と
遊
ぶ
こ
と
を
夢
見
て
い
た
に
違
い
な

い
。

　

現
在
、丸
山
家
は
瑛
一
さ
ん(

51
期)

が
15
代
当
主
を
継
い
で
い
る
。
北
国
街

道
沿
い
の
同
家
の
一
隅
に
あ
る
蔵
は
今

年
５
月
ま
で
、
上
田
出
身
の
幕
末
の
志

士
、
赤
松
小
三
郎
記
念
館
と
し
て
一
般

公
開
さ
れ
て
い
た
。

　
（
注
）
本
稿
は
丸
山
瑛
一
氏
、
旧
上

田
藩
士
子
孫
伊
藤
祐
一
氏(

28
期)

か

ら
提
供
さ
れ
た
資
料
、
談
話
お
よ
び
上

田
城
資
料
調
査
報
告
書(

上
田
市
教
育

委
員
会
版)
な
ど
を
参
考
に
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

大
河
ド
ラ
マ
﹃
真
田
丸
﹄
の
舞
台
と

し
て
上
田
城
跡
公
園
は
大
に
ぎ
わ
い

だ
。
わ
が
実
家
は
そ
こ
か
ら
数
分
の
所

に
あ
り
、子
供
の
頃
は
遊
び
場
だ
っ
た
。

だ
が
明
治
維
新
後
、
こ
こ
が
民
間
に
払

い
下
げ
ら
れ
た
危
機
に
、
私
財
を
投
じ

公
園
と
し
て
維
持
す
る
よ
う
努
め
た
商

人
、
丸
山
平
八
郎
家
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
紹
介

し
た
い
。

　

▼
本
丸
一
帯
を
守
っ
た
直
養

   

上
田
城
は
維
新
後
の
１
８
７
４
（
明

治
７
）
年
、
政
府
の
指
示
に
よ
り
残
存

し
て
い
た
３
櫓
の
う
ち
西
櫓
１
棟
な
ど

を
残
し
約
３
万
６
千
坪
が
旧
藩
士
ら
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
。
土
地
が
切
り
売
り

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
本
丸
付
近
を

一
括
し
て
買
い
取
り
保
存
し
た
の
が
当

時
材
木
商
の
第
11
代
丸
山
平
八
郎
直な
お
よ
し養

だ
っ
た
。︻
明
治
９ 

年
没
︼

   

丸
山
家
は
、
関
ケ
原
で
西
軍
に
く
み

し
た
高
尾
三
郎
某
と
い
う
武
士
が
上
田

に
敗
走
、
丸
山
と
名
を
変
え
て
町
人
と

な
り
木
曽
産
木
材
で
商
い
を
始
め
た
の

が
始
祖
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
財

を
な
し
た
丸
山
家
は
天
保
年
間
に
は
松

平
藩
御
用
達
と
な
っ
て
藩
の
金
融
に
も

関
わ
り
、
や
が
て
生
糸
、
蚕
種
の
輸
出

に
も
手
を
広
げ
た
。
当
時
幕
府
老
中
を

勤
め
開
国
派
の
藩
主
松
平
忠
固
の
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
う
な
ず
け
る
。

そ
れ
に
し
て
も
動
乱
期
の
明
治
初
期
に

城
跡
一
帯
を
莫
大
の
資
金
を
投
じ
保
存

に
努
め
た
の
は
勇
断
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。

   

丸
山
家
を
起
こ
し
た
高
尾
三
郎
は
真

田
家(

軍)

に
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と

が
当
時
の
状
況
か
ら
十
分
察
せ
ら
れ

る
。
築
城
時
家
康
が
援
助
し
、
家
康
に

よ
り
破
壊
さ
れ
た
上
田
城
が
結
局
真
田

に
縁
の
あ
る
丸
山
家
に
救
わ
れ
る
と
は

ま
さ
に
〝
歴
史
の
妙
〟
と
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

 　
▼
遊
園
地
条
件
に
寄
贈
し
た
直
義　
　
　

　

丸
山
家
12
代
を
継
い
だ
の
は
、
上

田
領
稲
荷
山
の
小
出
八
郎
右
衛
門
の

次
男
・
門
之
助
平
三
郎
で
、
直
養
の

長
女
や
す
の
婿
と
な
り
直
義
を
名
乗

る
。︻
１
８
４
６
（
弘
化
３
）
年
～

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
︼

　

父
直
養
の
遺
志
を
守
り
、
明
治
12
年

に
松
平
神
社
（
現
真
田
神
社
）
の
敷
地
、

同
22
―
26
年
に
は
本
丸
付
近
を
含
む
敷

地
を
上
田
藩
最
後
の
藩
主
だ
っ
た
松
平

忠
礼
に
無
償
譲
渡
し
、
そ
の
後
上
田
市

へ
と
寄
付
さ
れ
た
。
総
面
積
９
千
坪
余

の
土
地
は
、
松
平
神
社
と
付
属
遊
園
地

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
違
背

し
て
遊
園
地
以
外
に
用
い
た
り
、
他
に

売
却
し
た
り
す
る
場
合
は
す
べ
て
丸
山

前列は 11 代直養（右）と妻ふね
後列は 12 代直義と妻やす

撮 影 時 期：1867( 慶 応 3) ～ 1868( 明 治 元 ) 年

丸山瑛一氏提供

「不登校」も成長の過程のひとつ。

 私たちはそう捉えて、生徒たちを応援しています。

 一人ひとりがもつ個性を大切に、

 柔軟な教育スタイルと丁寧なフォローで

 生徒を笑顔に導いています。

「不登校」も成長の証。 ＜最近の合格実績＞【国公立】東京大・京都大・筑波大 ( 医 )・

東京工業大・東京外語大・千葉大・新潟大・信州大ほか多数

【私立】早稲田大・慶應大・上智大・国際基督教大・東邦大 ( 医 )・

杏林大 ( 医 )・東海大 ( 医 )・帝京大 ( 医 )・明治大・法政大・

青山学院大・中央大・北里大・多摩美大ほか多数

【４つのコース】
進学コース、マンガ・アニメコース
声優・タレントコース、ペット・アニマルコース

http://www.tokyo.sakura-kokusai.ed.jp
理事長・学園長　荒井　裕司（６４期）

東京都渋谷区代々木 1-43-8
Tel　03-3370-0718

あかし
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建
白
七
策
の
レ
プ
リ
カ
初
公
開

　

上
田
・
赤
松
小
三
郎
記
念
館

　

幕
末
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
赤
松

小
三
郎
は
、
歴
史
学
者
の
間
で
、
越
前

の
松
平
春
嶽
に
「
御
改
正
之
一
二
端
奉

申
上
候
口
上
書
」
を
提
出
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
春
嶽
の
政
治

活
動
記
録
﹃
続
再
夢
紀
事
﹄
に
転
載
の

形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
文
書
は
不
明
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　

関
東
同
窓
会
の
な
か
に
３
年
前
に
発

足
し
た
赤
松
小
三
郎
研
究
会
が
熱
心
な

調
査
の
末
に
、
薩
摩
の
島
津
久
光
関
係

の
古
文
書
を
保
管
し
て
い
る
鹿
児
島
県

歴
史
セ
ン
タ
ー
・
黎
明
館
に
こ
の
原
文
、

通
称
「
建
白
七
策
」
が
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
こ
で
、
こ

の
原
文
の
レ
プ
リ
カ
（
写
真
複
製
）
を

お
願
い
し
た
い
と
打
診
し
た
。
だ
が
、

黎
明
館
は
「
当
館
が
所
有
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
久
光
の
子
孫
か
ら
委
託
さ

れ
て
い
る
文
書
な
の
で
所
有
者
の
許
可

が
な
い
と
対
応
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う

返
事
。
相
手
が
県
立
博
物
館
な
の
で
２

年
前
、
上
田
市
立
博
物
館
へ
そ
の
趣
旨

を
説
明
し
て
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
依

頼
し
た
が
、
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

が
決
ま
っ
て
い
た
せ
い
か
「
赤
松
関
係

に
割
く
予
算
が
な
い
」
と
冷
た
い
反
応

だ
っ
た
。

　

そ
の
い
き
さ
つ
を
上
田
の
赤
松
小
三

郎
顕
彰
会
の
伊
東
邦
夫
会
長
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
顕
彰
会
が
黎
明
館
に
依
頼
し

て
み
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
功
を
奏
し
て
よ
う
や
く
４
月
か
ら
赤

松
小
三
郎
記
念
館
（
５
月
15
日
に
上
田

市
常
磐
城
の
丸
山
邸
か
ら
上
田
城
跡
公

園
の
上
田
招
魂
社
内
に
移
転
）
で
初
公

開
さ
れ
た
。
冒
頭
が
「
数
件
御
改
正
之

儀
︙
」
と
、
春
嶽
宛
て
の
文
書
と
違
っ

て
い
る
も
の
の
内
容
は
同
じ
な
の
で
、

久
光
宛
て
に
出
し
た
文
書
だ
と
判
断
で

き
る
。
墨
痕
鮮
や
か
で
、
知
性
と
強
い

意
志
を
感
じ
る
文
書
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

一
度
実
物
を
見
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

宮
原
安
春
（
58
期
）

矢
島
渚
男
さ
ん
︵
51
期
︶
に
蛇
笏
賞

句
集
「
冬
青
集
」

　

俳
人
と
し
て
知
ら
れ
る
矢
島
渚
男

（
本
名
・
薫
）
さ
ん
（
51
期
）
の
句
集

「
冬
青
集
」（
ふ
ら
ん
す
堂
）
が
、
第
50

回
蛇
笏
賞（
角
川
文
化
振
興
財
団
主
催
）

に
決
ま
っ
た
。

　

矢
島
さ
ん
は
上
田
松
尾
高
校
か
ら
九

段
高
校
を
経
て
東
大
文
学
部
を
卒
業
。

石
田
波
郷
に
師
事
、
波
郷
没
後
は
加
藤

楸
邨
に
師
事
し
た
。
こ
の
間
歴
史
の
教

師
と
し
て
母
校
で
も
教
壇
に
立
っ
た
。

　
「
冬
青
」
は
モ
チ
ノ
キ
科
の
常
緑
樹

で
和
名
は
ソ
ヨ
ゴ
。
出
版
を
前
に
傘
寿

を
迎
え
た
こ
と
を
喜
び
、
冬
で
も
青
い

と
い
う
意
味
か
ら
、
第
９
句
集
の
タ
イ

ト
ル
に
し
た
と
い
う
。「
人
生
の
冬
だ

か
ら
ね
」

　

蛇
笏
賞
は
俳
人
飯
田
蛇
笏
に
ち
な
ん

で
設
け
ら
れ
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
句
集

の
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
に
与
え
ら
れ

る
。
俳
句
界
で
は
最
も
権
威
あ
る
賞
と

さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
７
年
か
ら
８
年

間
に
詠
ん
だ
句
を
収
め
た
。「
家
族
や

仲
間
が
喜
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と

話
す
。
第
８
句
集
の
「
百
済
野
」
で
は

芸
術
選
奨
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
俳
誌

「
梟
ふ
く
ろ
う」
主
宰
。

　

贈
呈
式
は
６
月
22
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト
で
。

建白書複製（赤松小三郎記念館）原資料
は鹿児島県歴史史料センター黎明館蔵　　

第
１
回
東
京
支
部
大
会
の
資
料

　
岡
清
助
さ
ん
（
37
期
）
宅
に

　

上
田
高
校
関
東
同
窓
会
の
前
身
で
あ

る
上
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
の
第
１

回
大
会
当
時
の
記
録
が
岡
清
助
さ
ん

（
37
期
）
の
自
宅
に
残
っ
て
お
り
、
こ

の
ほ
ど
幹
部
会
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
４
月
22
日
、

九
段
会
館
で
開
か
れ
た
第
１
回
支
部
大

会
参
加
者
名
簿
と
同
年
６
月
に
発
行
さ

れ
た
支
部
大
会
の
「
報
告
・
感
想
記
」。

　

名
簿
は
大
会
役
員
21
人
と
上
田
か
ら

の
同
窓
会
会
長
や
学
校
長
ら
出
席
者
８

人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
会
場
で

全
員
で
歌
う
た
め
だ
ろ
う
か
楽
譜
付
き

の
応
援
歌
３
曲
と
寮
歌
の
ほ
か
校
歌
、

凱
歌
、「
信
州
男
子
」「
信
濃
の
国
」
の

歌
詞
も
並
ぶ
。

　

末
尾
に
は
５
期
か
ら
56
期
ま
で
の
約

２
８
０
人
の
出
席
者
の
名
前
が
あ
る
。

　
「
報
告
記
」
は
30
ペ
ー
ジ
。
57
年
11

月
、
新
宿
区
の
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

で
各
期
代
表
者
64
人
や
校
長
先
生
ら
計

67
人
が
参
加
し
た
大
規
模
な
打
ち
合
わ

せ
会
で
大
会
の
日
程
や
会
場
、
会
費
な

ど
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
大
会
の
会
費
は
５
０
０
円
だ
っ

た
。

矢島渚男氏

司
法
書
士
事
務
所

リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
ス
白
金

司
法
書
士　
飯
田　

茂
幸
（
90
期
）

東
京
都
港
区
白
金
１
❘
25
❘
13

　
　
　
　
　
　

ア
イ
ン
ス
白
金
４
０
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
❘
６
２
７
７
❘
３
４
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
❘
６
２
７
７
❘
０
６
０
８

〒 108-0072

東京支部大会報告記 ( 右 ) と出席者名簿
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オ
レ
ゴ
ン
に
住
ん
で
40
年
た
つ
が
、

よ
く
聞
か
れ
る
質
問
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
動
機
・
目
的
は
何
か
、
と

い
う
一
言
で
は
答
え
に
く
い
質
問
。
で

も
、
あ
え
て
一
言
で
い
う
と
、
異
文
化

の
多
様
な
価
値
観
を
持
っ
た
人
々
に
接

し
、
自
分
の
価
値
観
の
も
の
さ
し
を
大

き
く
し
た
か
っ
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
異
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
専
攻
し
た
の
で
、
ア
メ

リ
カ
人
の
中
で
も
移
民
や
家
庭
環
境
な

ど
に
よ
っ
て
考
え
方
に
驚
く
ほ
ど
の
違

い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
興
味
深
い

日
々
の
積
み
重
ね
だ
っ
た
。こ
う
し
て
、

ア
メ
リ
カ
人
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
外
か
ら
日
本
を
見
る

こ
と
も
で
き
、
改
め
て
日
本
文
化
の
良

さ
を
再
認
識
し
た
。

　

英
語
を
学
び
、
マ
ス
タ
ー
し
て
い
く

過
程
で
、
自
分
の
知
的
レ
ベ
ル
と
語
学

力
の
差
に
も
ど
か
し
さ
を
覚
え
る
時
期

が
あ
る
。
そ
の
経
験
を
地
方
の
テ
レ
ビ

番
組
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
際
、
数
人
の
ア

メ
リ
カ
人
が　

外
国
人
学
生
の
苦
労
が

よ
く
分
か
っ
た
よ
、
新
し
い
こ
と
を
学

ん
だ
、
と
か
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

同
じ
立
場
の
外
国
人
学
生
た
ち
か
ら

も
、
よ
く
ぞ
自
分
た
ち
の
精
神
的
苦
労

を
う
ま
く
表
現
し
て
く
れ
た
、
と
感
謝

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
あ
あ
、
こ
の
国

で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
た

と
き
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
コ
メ
ン
ト
し
て

く
れ
る
ん
だ
、
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。　

　

お
葬
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

“Celebration of Life 

（
人
生
を
全
う

し
た
お
祝
い
）”
と
呼
ぶ
の
も
ア
メ
リ

カ
人
ら
し
い
表
現
の
仕
方
で
好
感
が
持

て
る
。
私
の
友
人
は“I love you!”

と

言
っ
て
娘
さ
ん
と
の
電
話
を
切
る
。
す

て
き
な
習
慣
な
の
で
「
い
つ
で
も
そ
う

す
る
の
？
」
と
尋
ね
た
ら
、
家
族
の
間

で
決
め
た
家
風
と
の
こ
と
。
日
本
で
も

親
子
の
愛
情
は
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
言
う
人
は
少
な
い
。
お
互
い
に

分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
言
わ
な
く
て
も

通
じ
る
と
思
っ
て
口
に
出
さ
な
い
の
が

日
本
人
。
分
か
っ
て
い
て
も
大
切
な
こ

と
は
口
に
出
す
の
が
ア
メ
リ
カ
人
。
大

切
な
人
に
大
切
な
言
葉
を
言
え
る
の

は
、
す
て
き
だ
。

　

昨
今
、
日
本
独
自
の
風
景
や
文
化
、

気
質
に
触
れ
た
い
と
日
本
へ
来
る
海
外

旅
行
者
の
急
増
は
と
て
も
う
れ
し
い
。

こ
れ
は
、
日
本
人
自
身
が
、
古
く
か
ら

守
っ
て
き
た
文
化
の
貴
重
さ
に
気
づ

き
、
誇
り
に
思
っ
て
大
切
に
す
る
人
が

増
え
て
い
る
証
拠
だ
と
思
う
。　

　

こ
れ
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ポートランド市内を流れるウィラメット川のほとりで

オ
レ
ゴ
ン
だ
よ
り
（
５
）
最
終
回

異
文
化
に
学
び

　

日
本
文
化
を
再
発
見
す
る

磯
野
（
武
重
）
玲
子
（
69
期
）

東
海
道
53
次
の
旅
（
６
）

藤
枝
か
ら
三
島

清
水
計
枝
（
64
期
）

２
０
１
５
年
10
月
31
日
、
藤
枝
駅

に
集
ま
り
、
岡
部
宿
へ
。
宿
場
入
口
に

松
並
木
が
残
る
。
旧
家
が
残
る
宿
場
を

歩
く
。
本
陣
は
門
と
土
蔵
を
残
し
、
公

園
に
。
大
旅は
た
ご籠

柏
屋
は
歴
史
資
料
館
に

な
っ
て
い
る
。

岡
部
川
沿
い
の
道
を
歩
き
、
宇
津

ノ
谷
峠
へ
。
落
ち
葉
と
小
石
の
交
じ
る

急
な
坂
道
を
上
り
、
間
の
宿
・
宇
津
ノ

谷
を
経
て
丸
子
宿
に
た
ど
り
着
く
。
広

重
の
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
た
、
わ
ら
ぶ

き
屋
根
の
丁
字
屋
で
名
物
・
と
ろ
ろ
汁

定
食
を
食
べ
た
。

安
倍
川
を
渡
り
、
府
中
宿
へ
。
大

道
芸
の
イ
ベ
ン
ト
で
街
じ
ゅ
う
人
で
あ

ふ
れ
て
い
る
。
翌
日
、府
中
宿
を
巡
り
、

駿
府
城
跡
と
久
能
山
東
照
宮
を
見
学
。

₁1
月
26
日
、
静
岡
駅
か
ら
江
尻
宿

を
目
指
す
。
途
中
、
追
分
羊
か
ん
屋
で

一
息
入
れ
る
。
江
尻
宿
は
戦
争
で
米
軍

の
集
中
砲
火
に
見
舞
わ
れ
、
往
時
の
建

築
物
は
現
存
し
な
い
。

興
津
宿
ま
で
は
４
・
６
㌔
。
日
没
が

迫
り
、
坐ざ
ぎ
ょ
そ
う

漁
荘
、
清
見
寺
、
本
陣
跡
な

ど
駆
け
足
で
回
り
、
興
津
川
の
河
口
近

く
の
温
泉
ホ
テ
ル
泊
。

翌
朝
、
ミ
カ
ン
畑
を
見
な
が
ら
坂

道
を
上
っ
て
薩さ
っ
た埵

峠
に
向
か
う
。
牛ご
ぼ
う蒡

坂
を
上
る
と
頂
上
。
駿
河
湾
と
真
っ
白

に
雪
化
粧
し
た
富
士
山
が
目
の
前
に
現

れ
た
。
広
重
の
浮
世
絵
そ
の
ま
ま
の
情

景
で
あ
る
。

由
井
の
桜
エ
ビ
通
り
を
歩
き
由
井

宿
へ
。本
陣
跡
は
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
３
月
12
日
、
蒲
原
駅

か
ら
蒲
原
宿
へ
。
国
道
が
旧
東
海
道
を

迂う
か
い回
し
た
た
め
、
江
戸
期
の
建
物
が
残

り
、
往
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

急
流
の
富
士
川
を
渡
り
、
吉
原
宿

へ
。
元
旅
籠
の
旅
館
に
泊
る
。

翌
日
、
富
士
山
を
見
な
が
ら
原
宿

へ
。
白
隠
禅
師
の
史
跡
が
あ
る
。
海
岸

沿
い
に
松
林
が
続
く
道
を
歩
き
沼
津
宿

へ
。
松
林
の
中
に
あ
る
乗
運
寺
に
は
若

山
牧
水
の
墓
が
あ
る
。「
聞
き
ゐ
つ
つ

楽
し
く
も
あ
る
か
松
風
の
い
ま
は
ゆ
め

と
も
う
つ
つ
と
も
聞
ゆ　

牧
水
」

沼
津
城
跡
、
三
枚
橋
一
里
塚
、
伏

見
一
里
塚
を
過
ぎ
、
よ
う
や
く
三
島
宿

に
た
ど
り
着
く
。
三
島
大
社
に
参
拝
し

て
、こ
れ
か
ら
の
旅
の
無
事
を
祈
っ
た
。

　
　
　
　
　

富士山を背に薩埵峠で
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１
月
２
日
（
土
）、
上
田
の
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
99
期
の
６
年
ぶ
り
２
回

目
の
同
期
会
が
、
当
時
の
生
徒
会
長
中

嶋
豪
君
（
３
組
）
の
音
頭
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
同
期
は
74
人
、
７
人
の
担

任
の
先
生
方
も
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
都
合
が
つ
か
な

か
っ
た
と
の
返
信
は
が
き
に
は
、
第
２

子
、
第
３
子
の
子
育
て
に
奮
闘
中
と
い

う
近
況
報
告
も
多
く
、
人
生
の
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
同
期
が
多
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

塩
沢
勝
吾
君
（
５
組
）
の
乾
杯
に
始

ま
り
、先
生
方
に
あ
い
さ
つ
を
頂
き「
同

期
の
皆
に
胸
を
張
っ
て
ま
た
再
会
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
い
う
滝
沢
銀

次
郎
君
（
５
組
）
の
締
め
の
言
葉
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
昔
話
や
近
況
報
告

に
話
は
尽
き
ず
、
３
次
会
ま
で
先
生
が

参
加
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
大
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

職
員
会
で
た
び
た
び
批
判
を
受
け
な

が
ら
も
大
学
入
試
結
果
偏
重
の
高
校
の

教
育
方
針
に
異
議
を
唱
え
、
僕
ら
の
個

性
を
育
て
よ
う
と
奮
闘
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
い
う
、
今
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
話

も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
が

自
分
の
才
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の

尽
力
が
、
現
在
方
々
で
活
躍
し
て
い

る
99
期
卒
業
生
の
土
台
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
、
今
更
な

が
ら
大
き
な
感
謝
の
念
を
覚
え
ま
し

た
。
先
生
方
の
想
い
を
裏
切
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ま
た
自
分
も
同
期
に

刺
激
を
与
え
ら
れ
る
一
人
と
な
れ
る

よ
う
、
日
々
精
い
っ
ぱ
い
歩
ん
で

い
こ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

    　
　
　
　

矢
島
好
太
郎
（
99
期
）

マ
レ
ー
シ
ア
３
泊
４
日

　

62
期
生
の
旅
行
会
、
今
回
は
マ

レ
ー
シ
ア
３
泊
４
日
（
11
月
20
日
～

24
日
）
の
旅
で
、
西
海
岸
の
３
都
市

の
歴
史
・
文
化
を
巡
る
。

　
　

冬
越
え
て　

熱
帯
雨
林

　
　
　
　
　
　
　
　

マ
レ
ー
の
地　

　

成
田
か
ら
６
時
間
で
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
（
Ｋ
Ｌ
）
国
際
空
港
に
到
着
。

東
京
・
銀
座
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
あ

る
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
。

　

次
の
日
、バ
ス
で
北
へ
２
０
０
㌔
、

第
３
の
都
市
イ
ポ
ー
へ
向
か
う
。
車

窓
に
は
ヤ
シ
林
が
続
き
、
タ
イ
か
ら

連
な
る
熱
帯
の
山
並
み
も
遠
く
見
え

る
。　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
国
の
経
済
発
展
は
近
年
著
し

い
が
、
ま
だ
ま
だ
ヤ
シ
油
の
生
産
が

基
幹
産
業
だ
と
い
う
。
イ
ポ
ー
は
ス

ズ
鉱
業
で
発
展
し
、
中
華
系
の
人
も

多
く
静
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
街
の

た
た
ず
ま
い
。「
古
城
」
の
よ
う
な

富
豪
・
ケ
リ
ー
の
旧
宅
や
長
寿
の
シ

ン
ボ
ル
亀
の
い
る
洞
窟
寺
院
な
ど
を

見
て
、
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
物
が
並
ぶ

旧
市
街
の
な
か
白
亜
の
駅
に
到
着
。

Ｋ
Ｌ
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
行
き
の
急
行
に

乗
る
。

　

３
日
目
、
Ｋ
Ｌ
か
ら
南
に
２
０
０

㌔
の
マ
ラ
ッ
カ
。
欧
州
列
強
の
支
配

が
続
き
、
そ
の
吸
引
で
華
人
た
ち
も

多
く
移
り
住
ん
だ
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
広
場
を
し
ば
ら
く

歩
き
、
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
丘
で
海
峡

を
眺
め
た
。
住
み
つ
い
た
民
族
は
時

に
摩
擦
を
起
こ
し
つ
つ
多
様
性
を
認

め
合
い
独
特
の
社
会
を
築
い
て
き

た
。

　

首
都
Ｋ
Ｌ
で
は「
近
代
」を
見
る
。　
　
　

黄
色
の
旗
が
翻
る
宮
殿
、
国
王
は
連

邦
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
。
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
の
生
垣
を
通
っ
て
10
年
に
及
ん
だ

内
戦
の
記
念
碑
や
国
立
モ
ス
ク
を
見

学
し
た
。

　

異
な
っ
た
民
族
が
言
語
・
文
化
・

宗
教
を
尊
重
し
国
家
と
し
て
発
展
し

て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　

合
津
武
雄
（
62
期
）

62
期
旅
行
会

﹁
今
だ
か
ら
言
え
る
話
﹂
も

99
期
が
２
回
目
の
同
期
会

マラッカのオランダ広場で（11 月 22 日）

新千代田総合法律事務所
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真
田
時
代
の
上
田
城
の
一
考
察

　

織
豊
系
の
瓦
、
多
数
出
土

倉
澤
正
幸
（
72
期
）

　

真
田
時
代
の
上
田
城
の
様
相
に
つ
い

て
は
、
関
ケ
原
合
戦
後
、
徳
川
方
に
徹

底
的
に
破
却
さ
れ
、
ま
た
当
時
の
明
確

な
史
料
・
絵
図
が
伝
存
し
な
い
た
め
不

明
な
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
残
存
す
る

遺
構
・
遺
物
を
手
掛
か
り
に
、
当
時
の

上
田
城
の
状
況
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

１
５
８
３(

天
正
11)

年
４
月
の
上

田
城
築
城
は
真
田
昌
幸
が
中
心
と
な

り
、
千
曲
川
の
段
丘
地
形
・
河
川
な
ど

要
害
地
形
を
生
か
し
て
築
城
さ
れ
た
。

当
時
の
上
田
城
の
状
況
は
他
の
東
国
の

諸
城
と
同
様
に
、
堀
切
・
土
塁
・
柵
・

掘
立
柱
建
物
・
物
見
櫓や

ぐ
ら

程
度
の
施
設

を
備
え
た
戦
国
期
の
城
と
推
定
さ
れ

る
。

　

１
９
９
０
、
91
年
の
市
教
育
委
員
会

の
本
丸
堀
の
発
掘
調
査
で
、
堀
の
南
西

部
か
ら
菊
花
文
軒
丸
瓦
、
五
七
桐
文
鬼

瓦
な
ど
多
量
の
瓦
が
出
土
し
、
北
西

部
か
ら
も
鱗う

ろ
こを

ヘ
ラ
描
き
し
た
金き

ん
ぱ
く箔

鯱し
ゃ
ち

瓦が
わ
らな
ど
、
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
の
瓦
類
は
そ
の
形
状
・
製
作
技

法
か
ら
真
田
時
代
の
瓦
類
と
考
え
ら
れ

た
。

　

特
に
金
箔
瓦
は
、
織
田
信
長
の
安
土

城
や
豊
臣
秀
吉
の
伏
見
城
・
大
坂
城
な

ど
「
織

し
ょ
く

豊ほ
う

系け
い

城
郭
」
に
特
徴
的
な
瓦

で
あ
り
、
そ
の
製
作
技
法
の
特
徴
か
ら

慶
長
年
間
初
期
の
１
５
９
６
年
か
ら
関

ケ
原
合
戦
の
１
６
０
０(

慶
長
５)

年

ま
で
に
製
作
さ
れ
た
瓦
類
と
考
え
ら
れ

る
。

　

１
５
９
０
（
天
正
18)

年
、
信
濃
に

は
秀
吉
配
下
の
大
名
が
置
か
れ
、
慶
長

年
間
初
期
に
は
松
本
城
・
小
諸
城
の
織

豊
系
城
郭
が
完
成
し
た
。
１
５
９
４ 

(

文
禄
３)

年
、
真
田
父
子
は
京
都
伏

見
城
普
請
に
動
員
さ
れ
、高
石
垣
積
み
・

瓦
ぶ
き
建
物
の
最
新
の
築
城
技
術
を
習

得
し
た
。
現
在
上
田
城
南
側
の
尼
ケ
淵

側
に
は
、
野
面
積
み 

で
真
田
時
代
と
推

定
さ
れ
る
石
垣
積
み
の
一
部
が
認
め
ら

れ
る
。

　

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
二
の
丸

北
西
隅
の
旧
櫓
台
下
か
ら
金
箔
押
し
の

鬼
瓦
・
鳥と

り

衾ぶ
す
ま

瓦が
わ
らが
出
土
し
、
江
戸
期

の
１
７
４
７
（
延
享
４)

年
、
現
市
民

体
育
館
が
あ
る
小
泉
曲
輪
西
方
の
空
堀

か
ら
金
箔
鯱
瓦
が
出
土
し
た
。
こ
の
た

め
真
田
時
代
に
金
箔
瓦
を
屋
根
に
ふ
い

た
二
層
程
度
の
櫓
が
こ
の
付
近
に
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
本
丸
北
西
部
付
近
に
は
、
金
箔

鯱
瓦
を
屋
根
大
棟
に
載
せ
た
三
層
程
度

の
望
楼
型
天
守
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
慶
長
初
期
に

は
広
大
な
上
田
城
が
再
整
備
さ
れ
、
慶

長
５
年
の
第
２
次
上
田
合
戦
に
は
徳
川

３
万
８
千
の
大
軍
を
迎
え
、撃
退
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
真
田
氏
時
代
に
お
け
る
織
豊
系
城
郭

上
田
城
の
再
検
討
」﹃
信
濃
﹄
67
―
９

(

２
０
１
５
年
・
信
濃
史
学
会)

を
ご

参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
（
上
田
市
立
博
物
館
長)

上
田
城
跡
へ
ど
う
ぞ

　

今
年
１
月
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
放
送
に
伴
い
、
現
在
上

田
市
に
は
、
多
く
の
真
田
フ
ァ
ン
や
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

上
田
城
跡
公
園
内
に
あ
る
上
田
市
立

博
物
館
で
は
、
真
田
氏
関
連
特
別
企
画

展
（
第
１
期
～
４
期
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。公
園
内
の
旧
市
民
会
館
を
改
修
、

信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
と
し

て
開
館
し
、
既
に
来
館
者
が
20
万
人
を

超
え
る
な
ど
ご
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

帰
省
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
上
田
城
跡
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
上
田
市
立
博
物
館

　

真
田
氏
関
連
特
別
企
画
展　

第
２
期　

「
上
田
城
築
城
と
第
一
次
上
田
合
戦
」

　
︻
展
示
内
容
︼　

真
田
昌
幸
が
武
田
家

滅
亡
後
、
列
強
の
狭
間
に
あ
っ
て
知
略

を
尽
く
し
て
領
国
を
守
り
、
上
田
城
築

城
に
至
っ
た
経
過
や
時
代
背
景
、
徳
川

と
の
合
戦
で
巧
み
な
戦
略
に
よ
り
勝
利

し
た
第
一
次
上
田
合
戦
を
映
像
や
関
連

資
料
な
ど
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　
︻
会
期
︼
３
月
31
日(

木)

～
６
月

28
日(

火)

　
︻
休
館
日
︼
12
月
28
日(

水)

ま
で

無
休

　
︻
お
問
い
合
わ
せ
︼
上
田
市
立
博

物
館
（
上
田
市
二
の
丸
３
―
３
）

０
２
６
８
―
２
２
―
１
２
７
４

◆
上
田
城
櫓
・
櫓
門

　

真
田
昌
幸
が
築
城
し
た
上
田
城
は
、

関
ケ
原
の
合
戦
後
徹
底
的
に
破
却
さ
れ

ま
し
た
。
現
存
す
る
上
田
城
の
櫓
３

棟
は
、
寛
永
３
年
に
仙
石
忠
政
が
復

興
し
た
も
の
で
、
長
野
県
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
南
北
の
櫓
は
、
明
治

維
新
後
民
間
へ
売
却
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
移
築
・
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
西
櫓
は
、
移
築
さ

れ
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る

唯
一
の
建
物
で
、
日
ご
ろ
は
公
開
し
て

い
ま
せ
ん
が
、「
真
田
丸
」
に
合
わ
せ
、

現
在
特
別
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
︻
お
問
い
合
わ
せ
︼
上
田
市
立
博
物

館◆
信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館

　
︻
会
期
︼
２
０
１
６
年
１
月
17
日

(

日)

～
17
年
１
月
15
日(

日)

　
︻
お
問
い
合
わ
せ
︼
上
田
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室　

０
２
６
８

―
７
５
―
２
５
５
４

　

上
田
市
立
博
物
館
館
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

山
嵜
敦
子
（
85
期
）

上田城跡出土金箔瓦　
　          上田市立博物館蔵
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意
気
軒
高
の
母
校

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

学
校
長　

内
堀
繁
利

上
田
市
高
校
生
議
会
開
か
れ
る

母
校
か
ら
４
人
が
参
加

上田高校NOW

　

２
月
４
日
、
上
田
市
高
校
生
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
徒
が

意
見
を
発
表
で
き
る
場
を
設
け
て
街
づ

く
り
の
参
画
を
促
し
、
市
政
に
参
画
し

た
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
場
と
す
る
と
と

も
に
、
投
票
年
齢
18
歳
へ
の
引
き
下
げ

に
よ
る
啓
発
お
よ
び
若
年
層
へ
の
投
票

率
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

上
田
・
東
御
に
あ
る
高
校
８
校
か
ら
代

表
生
徒
30
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

上
田
高
校
か
ら
は
生
徒
会
役
員
を
中

心
に
４
人
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち
１
人

は
立
候
補
し
て
高
校
生
議
会
の
議
長
を

務
め
ま
し
た
。
ほ
か
３
人
は
高
校
生
議

員
と
し
て
上
田
市
総
合
計
画
に
目
を
通

し
、
そ
の
中
か
ら
学
校
教
育
に
関
し
て

「
英
語
教
育
に
つ
い
て
」「
教
育
推
進
に

伴
う
学
校
・
授
業
評
価
に
つ
い
て
」「
意

見
の
発
表
に
つ
い
て
」質
問
し
ま
し
た
。

　

議
会
当
日
、
議
場
の
机
に
は
高
校
生

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
書
か
れ
た
札

が
用
意
さ
れ
、
議
場
へ
の
入
り
方
か
ら

全
て
が
実
際
の
議
会
と
同
じ
形
で
あ

り
、「
○
○
議
員
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

で
一
層
緊
張
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。
普

段
入
る
こ
と
の
な
い
議
会
室
で
、
市
長

を
は
じ
め
大
勢
の
行
政
の
方
を
前
に
し

て
堂
々
と
意
見
を
伝
え
、
ま
た
議
長
と

し
て
立
派
に
議
事
を
進
行
し
て
い
く
高

校
生
議
員
た
ち
の
姿
が
非
常
に
頼
も
し

く
見
え
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
が
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
上
田
市
の
現
在
の
状

況
、
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
正
し
く
物
事
を

判
断
で
き
る
幅
広
い
知
識
や
洞
察
力
を

養
い
、
将
来
は
こ
の
上
田
市
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
る
よ
う
に
活
躍
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

生
徒
会
係　

高
校
生
議
会
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岡　

翠

高校生議会の参加者
　　　（上田市役所の市議会議場）

内堀校長

　

着
任
２
年
目
を
迎
え
、
関
東
同
窓
会

の
皆
さ
ま
に
は
、
１
年
間
本
当
に
お
世

話
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。

　

入
学
式
、
卒
業
式
、
会
員
大
会
、
社

会
講
座
等
々
、
高
梨
会
長
を
は
じ
め
皆

さ
ん
に
上
田
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
室
内
楽
班
の
生
徒

た
ち
に
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
カ
ン
パ

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
講
師
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
真
田
丸
﹄
の
屋

敷
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
縁

も
あ
っ
て
か
、な
ん
と
初
回
放
送
の「
真

田
丸
紀
行
」
で
古
城
の
門
と
校
歌
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
９
月
に
初

め
て
２
年
生
全
員
が
出
か
け
る
１
泊
２

日
の
首
都
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
関

し
て
も
既
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
皆
さ
ん
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
折
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、

本
年
度

も
、
４
月

６
日
の
入

学
式
で
新

入
生
と
な
っ
た
全
日
制
３
２
４
人
、
定

時
制
27
人
が
、
例
年
よ
り
早
い
満
開
の

桜
と
と
も
に
記
念
写
真
に
納
ま
り
ま
し

た
が
、
式
辞
で
は
、
こ
ん
な
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

自
分
を
大
切
に
し
、
自
分
の
幸
福
を

追
求
す
る
と
と
も
に
、
自
分
以
外
の
人

た
ち
の
幸
福
を
願
い
、
そ
の
た
め
に
尽

力
で
き
る
人
。
常
識
や
前
例
を
批
判
的

に
見
る
目
を
持
ち
、
正
し
い
根
拠
に
基

づ
い
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
判
断
し
、

自
分
の
意
志
で
行
動
し
、
そ
の
責
任
を

自
分
で
取
れ
る
人
。
強
い
想
い
や
高
い

志
を
持
ち
、
そ
れ
を
借
り
物
で
な
い
自

分
の
言
葉
で
語
り
、
仲
間
と
と
も
に
カ

タ
チ
に
で
き
る
人
。
地
元
や
地
域
と
同

様
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

持
ち
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
新
し
い
価
値
や
未
来

を
創
造
で
き
る
人
。

　

本
校
で
は
、
こ
う
い
う
人

た
ち
が
巣
立
つ
た
め
の
教
育

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

着
実
に
成
果
が
出
つ
つ
あ
る

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
も
こ
の
路
線
上
に

あ
り
ま
す
。

　

母
校
は
元
気
で
す
。「
真
田
丸
」
の
年

で
す
、
ぜ
ひ
上
田
と
上
田
高
校
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
歓
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
。
お
願
い
ば
か
り
で
恐
縮
で
す

が
、
多
大
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

同
窓
会
本
会
・
関
東
同
窓
会
の
会
費
納
入

へ
の
ご
協
力
と
、
長
野
県
へ
の
「
ふ
る

さ
と
信
州
寄
付
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）

で
「
そ
の
他
希
望
」
欄
に
「
上
田
高
校

の
教
育
の
充
実
の
た
め
」
と
お
書
き
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
る
本
校
へ
の
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

祝！第 55 回総会
今年は 79期が実行委員の当番期です。
協力して総会・懇親会を盛り上げましょう。
多数の皆さんの参加をお待ちしています。

（有志一同）

79 期
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上
田
高
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
一
つ

の
特
徴
は
、
選
ば
れ
た
或
い
は

希
望
し
た
生
徒
だ
け
が
行
う
も

の
で
は
な
く
、
生
徒
全
員
が
取

　

第
１
１
５
期
生
は
３
１
８
人

で
最
後
の
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
、
顔
つ
き
も
最
上
級
生
ら

し
く
た
く
ま
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
班
活
や
生
徒
会
活
動
に
も
完
全
燃

焼
を
目
指
し
、
班
活
終
了
後
は
ス
ム
ー

ズ
に
切
り
替
え
、
自
己
の
進
路
目
標
実

現
に
向
け
て
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
担
任
団
の
願
い
で
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
学
校
生
活
の
最
大
行

事
で
あ
る
沖
縄
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
係
を
中
心
に
事
前
学
習
や
修
学

旅
行
新
聞
な
ど
を
通
じ
て
、
旅
の
目
的

と
沖
縄
に
行
く
意
味
を
し
っ
か
り
と
考

え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
生

徒
の
自
覚
と
主
体
的
な
行
動
を
促
し
、

か
つ
多
く
の
体
験
を
通
し
て
視
野
を
広

歩
み
出
す
１
１
７
期
生

２
年
目
に
向
け
て

し
て
、全
員
が
新
し
い
教
科
「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
」

の
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ｉ
（
Ｇ

Ｓ
Ⅰ
）
を
全
員
で
学
習
し
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
、
ど
う

な
る
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
杞き

ゆ
う憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。
い
ざ
始

ま
っ
て
み
る
と
、
係
の
綿
密
な
準
備
の

も
と
で
、
生
徒
は
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー

ズ
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
習
の
中
に
入
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
関
心

を
持
つ
・
調
査
研
究
を
す
る
・
課
題
を

発
見
し
て
解
決
策
を
考
え
発
信
す
る
と

い
う
学
習
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
生
徒
の
能
動
的
な
活
動
が
な
く
て

は
成
り
立
た
な
い
も
の
で
す
。
Ｓ
Ｇ

Ｈ
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
第

１
１
６
期
生
は
大
き
く
成
長
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
背
景
と
し
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の

取
り
組
み
と
教
科
学
習
の
相
乗
作
用
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
生
徒
は
気
持
ち
も

新
た
に
Ｇ
Ｓ
Ⅱ
の
学
習
を
始
め
ま
し

た
。
生
徒
が
能
動
的
に
学
習
し
、
大
き

く
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

２
学
年
主
任　

西
嶋　

力

試
百
難
で

　

完
全
燃
焼
を
！

1 年
　

４
月
６
日
、
入
学
式
が
行
わ

れ
、
普
通
科
３
２
４
人
が
内
堀

繁
利
学
校
長
か
ら
入
学
を
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
普
通
科
１
１
７
期
生
の

誕
生
で
す
。
生
徒
代
表
の
佐
々
木
希
実

君
は
、
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
上
田

高
校
の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で

い
き
た
い
と
力
強
く
宣
誓
し
、
入
学
式

に
花
を
添
え
ま
し
た
。
入
学
式
に
は
、

同
窓
会
の
日
置
勇
二
理
事
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

方
々
の
臨
席
を
い
た
だ
き
、

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
式
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

入
学
式
翌
日
か
ら
、
２
日

間
に
わ
た
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
講

演
会
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
発
表
な
ど
緊
張
の
連

続
の
た
め
、
顔
に
疲
れ
が
見
え
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
日
目
の
午
後
、
本

校
Ｏ
Ｂ
の
清
水
洋
幸
氏
を
講
師
に
招
い

て
行
っ
た
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
ク

ラ
ス
の
仲
間
と
協
力
し
合
う
活
動
や
ク

ラ
ス
間
で
の
競
争
を
取
り
入
れ
た
活
動

な
ど
を
通
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
笑
顔

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
取
り
入
れ
た
活
動
の

中
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
緊
張
が
取

れ
、
仲
間
同
士
の
中
に
絆
の
芽
を
作
り

始
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
１
７
期
生
は
、
こ
れ
か
ら
上
田
高

校
生
と
し
て
３
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
し
て
い
き
ま
す
が
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
や
協
力

を
い
た
だ
き
き
、
大
き
く
成
長
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

１
学
年
主
任　

竹
内
光
礼

り
組
む
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。昨
年
度
、

第
１
１
６
期
生
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
一
期
生
と

２年

３年

め
、
大
き
な
成
長
へ
と
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
生
徒
会
活
動
に
も
非

常
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
会
最
大
の
行
事
で
あ
る
第
59
回
松

尾
祭
の
テ
ー
マ
が
「
松
尾　

夏
ノ
陣
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
真
田
幸
村
の
ご
と

く
、
年
に
１
度
の
対
戦
に
挑
ん
で
い
こ

う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

高
校
生
活
の
中
で
最
も
密
度
の
濃
い

こ
の
１
年
、「
試
百
難
」
の
精
神
を
貫

き
、
生
徒
た
ち
が
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

３
学
年
主
任　

山
崎　

隆

上田高校NOW定
時
制
１
年

　

多
様
な
生
徒
た
ち

夏季フィールドワーク　ポスターセッション
　　　　　　　　　　（筑波大付属坂戸高校）

始業式後の学年集会での進路講話

上田城跡公園の桜の花の下で
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上
田
松
尾
高
校
新
聞
が
初
め
て
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
長
き
に
わ
た
り
、
上

田
高
校
の
言
論
と
表
現
の
歴
史
を
重
ね

て
き
た
新
聞
班
。
過
去
、
上
田
高
校
新

聞
は
有
料
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
ま
だ
質
、
量
と
も
に
充
実
し

て
い
な
い
時
代
で
も
あ
り
上
田
高
校
新

聞
は
重
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
の
で
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
欲
し

い
情
報
が
簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
が
、

自
分
に
と
っ
て
興
味
の
な
い
時
事
問
題

や
話
題
を
見
落
と
し
が
ち
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
情
報
こ
そ
が
本
当
は

大
事
で
あ
り
、
み
ん
な
と
共
有
す
べ
き

も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
よ
う
な

偏
っ
た
情
報
の
取
得
の
在
り
方
に
非
常

に
危
惧
を
抱
い
て
い
ま
す
。

新
聞
を
製
作
す
る
上
で
最
も
重
要

な
こ
と
が
上
田
高
校
校
史
に
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。「
常
に
公
正
寛
容
な
態
度

で
報
道
し
て
き
た
。
指
導
的
立
場
、
責

任
観
念
と
気
品
を
保
ち
良
識
に
基
づ
く

報
道
を
心
掛
け
た
」。
新
聞
班
で
は
こ

の
先
人
た
ち
の
教
え
を
胸
に
刻
み
新
聞

発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
放
映
に

合
わ
せ
た
上
田
市
の
観
光
事
業
や
、
平

成
27
年
度
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
さ
れ

た
Ｓ
Ｇ
Ｈ
関
連
行
事
を
、
毎
号
特
集
し

て
い
ま
す
。
上
田
高
校
新
聞
の
顔
で
あ

る
「
試
百
難
」
で
は
時
世
を
論
じ
、
新

た
な
特
集
紙
面
「
今
を
駆
け
抜
け
ろ
」

で
は
各
班
の
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
栄

光
を
称
え
、
生
徒
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

生
徒
目
線
で
製
作
し
て
い
ま
す
。

新
聞
班
の
活
動
に
さ
ら
な
る
ご
支

援
と
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
聞
班
班
長　

３
年　

山
浦
菜
緒

新
聞
班
は
現
在
３
年
生
２
人
、
２

年
生
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
４
月

に
は
第
２
３
７
号
を
発
刊
し
ま
し
た
。

終
戦
後
の
１
９
４
８（
昭
和
23
）年
、　　
　
　
　
　

　

満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
挙
行
さ

れ
た
入
学
式
に
お
い
て
、
本
年
度
は
、

男
子
19
人
、
女
子
８
人
、
合
計
27
人
が
、

上
田
高
校
定
時
制
へ
の
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
男
女
比
が
約
２
対
１
と
、

男
子
が
多
い
の
が
、
今
年
の
新
入
生
の

特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

定
時
制
の
ク
ラ
ス
内
で
は
、
年
齢
や

出
身
国
な
ど
も
多
様
な
生
徒
た
ち
が
、

一
緒
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

対
面
式
で
の
新
入
生
代
表
の
あ
い
さ
つ

も
、
日
本
語
と
流
ち
ょ
う
な
英
語
の
２

カ
国
語
で
こ
な
す
な
ど
、
定
時
制
に
も満開の桜の校門前で記念撮影

定
時
制
１
年

　

多
様
な
生
徒
た
ち

東
海
大
会
に
出
場

　
吹
奏
楽
団
木
管
四
重
奏 　

東
海
大
会
で
は
平
常
心
で
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
金
賞
５
位
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
と

て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー

４
人
で
工
夫
し
て
練
習
を
重
ね
、
東
海

大
会
と
い
う
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
て

た
こ
と
、
金
賞
を
頂
け
た
こ
と
は
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
全
国

大
会
出
場
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

３
年　

金
井
千
紘

　

上
田
高
校
吹
奏
楽
団
木
管
四
重
奏

は
、
平
成
27
年
度
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
県
大
会
金

賞
２
位
を
受
賞
し
、
長
野
県
代
表
と
し

て
静
岡
県
清
水
市
で
開
か
れ
た
東
海
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
代
表
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
さ
れ
た

時
、
全
国
大
会
出
場
と
い
う
目
標
へ
一

歩
近
づ
き
、
よ
り
気
持
ち
が
引
き
締
ま

り
ま
し
た
。

平 成 27 年 度 全 日 本 ア ン サ ン ブ ル　　　　
コンテスト出場者　( 清水市文化会館）

　
　
　
　

新
聞
班

第
２
３
７
号
を
発
刊

上田高校NOW

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
片
り
ん
が
う
か
が
え
る
よ
う

で
す
。

　

入
学
後
ま
だ
間
も
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
も
含
め
、
近
年
の
上
田
高
校

定
時
制
の
生
徒
の
様
子
は
、
い
わ
ゆ
る

「
や
ん
ち
ゃ
」
な
生
徒
は
少
な
く
、
小
・

中
学
校
時
代
の
不
登
校
経
験
や
経
済
的

事
情
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
全
日
制

に
は
通
え
な
い
が
、
ぜ
ひ
と
も
高
校
で

勉
強
し
卒
業
し
た
い
と
い
う
、
定
時
制

本
来
の
姿
に
近
い
生
徒
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
班
活

や
松
尾
祭
を
始
め
と
す
る
生
徒
会
活
動

に
も
、
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
的
な

生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

定
時
制
１
学
年
担
任　

風
間　

敏

芝パーククリニック
日本人間ドック学会

〒 105-0011   東京都港区芝公園２- ４- １ 
      芝パークビル A 館２階　　 
      TEL 03-3434-4485 FAX 03-3434-4007
      http://www.shibapark-clinic.jp
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大学名 16 年 15 年 14 年 大学名 16 年 15 年 14 年 大学名 16 年 15 年 14 年 大学名 16 年 15 年 14 年 大学名 16 年 15 年 14 年

国立大学 広島 私立大学 成城 5 4 5 明星 1 3

帯広畜産 島根 1 1 酪農学園 2 専修 8 7 17 立教 11 20 14

北海道 3 5 2 岡山 1 岩手医科 1 創価 2 1 早稲田 11 11 23

北海道教育 1 山口 1 東北医科薬科 3 4 1 大正 1 1 麻布 2

弘前 2 徳島 1 1 1 常磐 大東文化 2 3 2 神奈川 6 3 9

岩手 1 1 高知 1 国際医療福祉 6 5 9 拓殖 1 1 1 神奈川工科 1 2

東北 17 9 12 九州 2 自治医科 2 玉川 3 2 4 関東学院 2

秋田 2 2 2 福岡教育 1 獨協医科 1 1 多摩美術 2 フェリス女学院 1 1

山形 2 3 2 熊本 群馬医療福祉 1 2 中央 36 17 33 横浜薬科 1

福島 2 宮崎 1 群馬パース 2 3 津田塾 5 3 10 新潟医療福祉 2 1 1

茨城 2 1 4 鹿屋体育 1 上武 1 1 1 帝京 2 4 4 新潟薬科 2 2 4

筑波 3 2 6 鹿児島 1 2 高崎健康福祉 4 4 6 帝京科学 金沢医科 1

宇都宮 2 3 3 琉球 2 埼玉医科 1 1 1 東海 2 3 4 金沢工業 4 1 3

群馬 4 4 7 国立大学計 182 166 187 城西 2 1 東京医科 1 1 北陸 1 2 7

埼玉 5 10 11 公立大学 女子栄養 1 1 3 東京医療保健 1 佐久 1 2 4

千葉 4 8 10 宮城 2 東京国際 2 東京音楽 1 諏訪東京理科 1 1 2

お茶の水女子 2 2 秋田県立 獨協 3 5 1 東京家政 3 長野 2

電気通信 2 群馬県立女子 3 日本薬科 　 東京経済 2 1 5 松本 1 1 1

東京 3 1 4 群馬県立県民健康科学 2 文教 8 11 15 東京工科 5 1 松本歯科 1 2

東京医科歯科 2 高崎経済 9 7 12 淑徳 1 1 東京工芸 1 2 岐阜医療科学 2 1

東京海洋 1 1 1 埼玉県立 1 聖徳 1 東京女子 1 2 3 岐阜聖徳学園 2 1

東京外国語 4 1 千葉県立保健医療 千葉工業 1 3 3 東京女子医科 1 1 愛知医科 3

東京学芸 2 2 3 首都大学東京 4 3 7 青山学院 13 10 8 東京造形 1 中京 3 1

東京工業 1 2 横浜市立 3 3 3 亜細亜 2 2 東京電機 3 8 1 豊田工業 1

東京農工 1 1 1 新潟県立 4 3 5 大妻女子 3 5 2 東京都市 3 6 名古屋外国語 1

一橋 3 新潟県立看護 2 1 1 桜美林 2 3 東京農業 10 9 5 南山 1

横浜国立 7 3 6 長岡造形 1 1 学習院 4 3 4 東京福祉 1 名城 3 1

上越教育 4 5 6 富山県立 1 北里 8 10 10 東京薬科 1 8 4 京都外国語 2 1

長岡技術科学 石川県立 1 1 共立女子 1 1 東京理科 13 16 31 京都産業 1 11

新潟 6 9 14 福井県立 1 杏林 6 4 3 東邦 7 8 3 京都女子 4 2 2

富山 14 11 10 都留文科 4 2 5 慶應義塾 9 6 8 東洋 20 24 14 同志社 5 6 12

金沢 19 11 7 山梨県立 1 工学院 4 3 4 日本 25 24 32 同志社女子 1 1 2

福井 1 1 長野県看護 1 國學院 6 9 14 日本医科 1 佛教 2

山梨 3 3 2 岐阜県立看護 1 国際基督教 1 1 日本歯科 2 立命館 21 24 29

信州 44 40 41 岐阜薬科 2 国士舘 1 1 1 日本社会事業 関西 4 1

静岡 6 2 4 静岡県立 2 3 駒澤 13 7 9 日本獣医生命科学 1 近畿 4 4 3

名古屋 3 4 5 静岡文化芸術 1 1 実践女子 5 2 1 日本女子 3 3 3 関西学院 6 2

名古屋工業 1 名古屋市立 1 1 芝浦工業 27 4 28 法政 27 29 40 福岡 1

愛知教育 1 1 2 滋賀県立 1 順天堂 4 3 星薬科 1 3 その他 98 17 13

三重 1 2 大阪市立 上智 5 1 5 武蔵 3 2 1 私立大学計 611 480 651

滋賀 神戸市外国語 昭和 1 2 武蔵野 4 2 4

京都 2 1 兵庫県立 1 昭和女子 1 3 武蔵野美術 4

京都工芸繊維 1 1 広島市立 1 1 昭和薬科 2 6 明治 39 29 59

大阪 4 3 新見公立 1 白百合女子 1 明治学院 10 11 15

大阪教育 1 公立大学計 33 32 46 成蹊 10 12 8 明治薬科 2 2 2

安定した合格者数　国公立に 143 人
現
役
生
、
既
卒
生
と
も
に
、
健

闘
し
ま
し
た
。
本
校
生
の
潜
在
能
力

の
高
さ
と
、
良
い
意
味
で
の
伝
統
を

強
く
感
じ
さ
せ
る
結
果
で
し
た
。

国
公
立
大
学
に
１
４
３
人
合
格
。

長
野
県
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全

国
的
レ
ベ
ル
で
も
、
大
変
安
定
し
た

合
格
者
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

旧
帝
大
の
合
格
者
は
現
浪
合
わ

せ
て
32
人
だ
っ
た
。
過
去
を
振
り
返

っ
て
も
、
30
人
を
超
え
た
年
は
珍
し

い
。
と
り
わ
け
、東
北
大
学
に
17
人
、

大
阪
大
学
に
４
人
、
そ
し
て
東
京
大

学
に
３
人
と
、
例
年
に
な
く
多
く
の

生
徒
が
合
格
し
ま
し
た
。

国
公
立
大
学
の
合
格
率
に
目
を

移
し
て
み
る
と
、
44
・７
％
で
し
た
。

一
つ
の
目
安
と
し
て
の
数
値
と
し
て

考
え
る
と
、
こ
こ
３
年
間
は
40
％
後

半
を
必
ず
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
本

校
の
現
役
生
の
「
合
格
力
」
が
安
定

し
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
特
記
す
べ
き
点
は
、
医

学
部
・
医
学
科
に
合
格
し
た
生
徒
が

国
公
立
大
学
５
人
、
私
立
大
学
４
人

の
合
計
９
人
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

「
大
学
改
革
」、「
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」、「
国

立
大
学
の
三
分
化
」
と
い
っ
た
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
学
入
試

を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
な
勢
い
で

変
化
し
て
い
ま
す
。

「
不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
に
例

え
れ
ば
、「
絶
対
に
変
わ
る
こ
と
が

な
い
部
分
を
忘
れ
ず
に
、
新
し
く
変

化
を
続
け
て
い
る
も
の
を
取
り
入
れ

て
い
く
」
と
い
う
理
念
が
生
き
続
け

て
い
る
の
が
本
校
だ
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
進
路
実
績
」

は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
と

し
て
変
化
を
遂
げ
続
け
る
上
田
高
校

で
あ
り
た
い
と
、
進
路
係
と
し
て
常

日
頃
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

進
路
実
績
に
お
い
て
、
地
域
・

保
護
者
、
お
よ
び
同
窓
会
の
皆
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
ま

す
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

進
路
実
現
を
目
標
に
、
ノ
ブ
リ
ー
シ

ュ
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
精
神
で
任
務
を

全
う
し
て
い
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

  

進
路
指
導
主
事　

小
岩
井
秀
樹
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▼
第
54 
回
総
会
・
懇
親
会

　

２
０
１
５
年
６
月
27
日
に
如
水
会
館
で
開
催
し
、
２
７
２
人
が
参
加
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
屋
敷
陽
太
郎
氏
に
よ

る
講
演
と
母
校
室
内
楽
班
の
演
奏
が
行
な
わ
れ
た
。
室
内
楽
班
は
２
、３
年
生

32
人
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

▼
新
年
会

　

２
０
１
６
年
１
月
21
日
に
日
本
教
育
会
館
で
開
催
し
、
例
年
を
上
回
る

１
０
０
人
が
参
加
。
寺
島
志
織
さ
ん
（
１
０
５
期
）
の
チ
ェ
ロ
演
奏
と
新
明
知

美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
堪
能
し
た
。

▼
常
設
委
員
会
活
動

　

Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会
、
若
手
会
員
対
策
実
行
委
員
会
、
学
生
会
員
の
社
会
デ

ビ
ュ
ー
支
援
委
員
会
、
会
員
交
流
推
進
委
員
会
、
女
性
会
員
の
会
実
行
委
員
会
、

編
集
委
員
会
、
以
上
６
委
員
会
に
つ
い
て
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

▼
基
金
活
用
検
討
委
員
会

　

基
金
活
用
に
よ
る
同
窓
会
活
動
の
一
層
の
活
発
化
を
図
る
た
め
10
月
に
「
基

金
活
用
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
半
年
間
の
検
討
の
後
、４
月
の
役
員
会
・

幹
事
会
で
答
申
を
受
け
た
。

▼
会
報

　

第
90
号
を
５
月
下
旬
に
、
第
91
号
を
12
月
下
旬
に
発
行
。

▼
年
会
費
納
入
状
況

　

２
～
３
月
に
３
年
連
続
で
の
年
会
費
納
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
が
、

予
算
比
99
％
、
前
年
比
98
％
と
な
っ
た
。

▼
寄
付
金
と
広
告
収
入

　

広
告
収
入
は
予
算
比
99
％
、
前
年
比
87
％
と
な
っ
た
。
寄
付
金
は
予
算
比

１
０
４
％
、
前
年
比
１
１
２
％
と
協
力
を
得
た
。
充
実
し
た
会
報
を
継
続
す
る

た
め
に
も
特
に
寄
付
で
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
そ
の
他

　

母
校
の
社
会
講
座
に
講
師
を
派
遣
、
春･

秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
、
本

部
会
員
大
会･

各
支
部
総
会
等
に
出
席
。

 ▼第 55 回総会・懇親会
　6 月 25 日（土）、如水会館で開催。実行
委員最年長期 69 期を中心に企画運営。
▼新年会
　2017 年 1 月 19 日（木）に日本教育会館
で開催。
▼委員会活動
　同窓会活動充実・多様化と会員交流深化を
支援。
▼会報発行　92 号（５月）、93 号（12 月）。
▼ゴルフコンペ　
　春・秋（年２回）実施。
▼母校・本部などとの交流
　母校社会講座への講師派遣、入学式・卒業
式出席、　本部会員大会・各支部総会への出
席。
▼他団体との交流
　長野県高校同窓会東京連合会の運営協力。　
▼基金活用事業
　・年会費納入促進活動（10 期分）　
　・若手会員の同期会組織化支援（５期分 ⎠
　・委員会活動補助（女性の会、赤松小三郎　　
　　研究会講師お礼）　
　・総会・新年会の演奏会出演者へのお礼

２
０
１
５
年
度
会
務
報
告
案

（
２
０
１
５
年
４
月
１
日
～
２
０
１
６
年
３
月
31
日)

2016 年度会務計画案
(2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,500,000 　　　0 　　　0 10,500,000 
同利息 　  800,755 　　866 　　　0 　　801,621 
　　合計 11,300,755 　　866 　　　0 11,301,621 

単位：円

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 　  10,500,000 　　　0 　　　　0  10,500,000 
同利息 　　　　 801,621 　 2,000   300,000 　 　503,621 
　  合計  　  11,301,621 　 2,000   300,000  11,003,621 

科目 金額 科目 金額
定期預金 10,500,000 運営基金 11,301,621 
普通預金（定期利息用） 　　801,621 
郵便振替口座 　　567,233 次期繰越金 　2,247,708 
普通預金 　  1,630,268 
普通預金         50,207 
            合計 13,549,329 13,549,329 

定期預金／普通預金（定期利息用）　：　みずほ銀行　兜町支店
郵便振替口座　：日本橋郵便局 
普通預金　：　三菱東京ＵＦＪ銀行　市ヶ谷支店
普通預金　：　三菱東京ＵＦＪ銀行　日本橋中央支店

運営基金 (2015 年度　決算案）

運営基金（2016 年度　予算案）

一般会計・運営基金総括表
(2016．3.31 現在）

単位：円

単位：円

２０１５年 （平成２７年） 度決算案　（2015 年 4 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日）　

単位 ： 円

収　入　の　部 支　出　の　部

科目 予算 決算 差額 科目 予算 決算 差額

前期繰越金    2,618,825     2,618,825           0 大　会　費    2,205,000     1,937,003    -267,997 

           会　報　費    2,642,000     2,754,000     112,000 

大会会費収入    1,830,000     1,738,000  -92,000 交　通　費      330,000       252,286     -77,714 

会報広告料    1,100,000       980,000 -120,000 通　信　費      100,000        93,460       -6,540 

年会費収入    2,950,000     2,916,000  -34,000 会　議　費      800,000       914,451     114,451 

会議費収入      675,000       673,000    -2,000 渉　外　費      240,000       224,236     -15,764 

寄付金収入      650,000       676,360   26,360 印　刷　費        50,000         68,976      18,976 

雑収入               0       423,848 -423,848 事　務　費      800,000       820,188      20,188 

受取利息収入               0             346       346 雑　　 　費      300,000       446,954     146,954 

（小　計）    7,205,000     7,407,554  202,554 委員会推進費      150,000       267,117     117,117 

（小　計）    7,617,000     7,778,671     161,671 

次期繰越金    2,206,825     2,247,708      40,883 

（合　計）    9,823,825   10,026,379  202,554 （合　計）    9,823,825   10,026,379    202,554 

２０１６年 （平成２８年） 度予算案　　（2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）

単位 ： 円

収  入　の　部 支　出　の　部

科目 28 年度予算 27 年度決算 増減 科目 28 年度予算 27 年度決算 増減

前期繰越金    2,247,708     2,618,825 -371,117 大　会　費    1,835,000     1,937,003   -102,003 

会　報　費    2,754,000     2,754,000             0 

大会会費収入    1,746,000     1,738,000     8,000 交　通　費      252,000       252,286        -286 

会報広告料    1,000,000       980,000   20,000 通　信　費      200,000         93,460    106,540 

年会費収入    3,000,000     2,916,000   84,000 会　議　費      914,000       914,451        -451 

会議費収入      673,000       673,000          0 渉　外　費      224,000       224,236        -236 

寄付金収入      600,000       676,360  -76,360 印　刷　費        60,000        68,976      -8,976 

雑収入               0       423,848 -423,848 事　務　費      820,000       820,188        -188 

受取利息収入               0            346       -346 雑　　 　費       80,000       446,954   -366,954 

基金より繰入      300,000 委員会推進費      180,000       267,117     -87,117 

（小　計）    7,319,000     7,407,554   -88,554 （小　計）    7,319,000     7,778,671   -459,671 

次期繰越金    2,247,708     2,247,708             0 

（合　計）    9,566,708 10,026,379  -459,671 （合　計）    9,566,708   10,026,379   -459,671 

-

2016 年（平成 28 年）度予算案（2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）

2015 年（平成 27 年）度決算案（2015 年 4 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日）



うえだ　92号　P18

▶年会費納入にご協力いただき、ありがとうございます。一覧は 2015 年度以降の年会費を納入した方（1,363 人）です。
▶名前の後の数字は､ その年度分まで納入したことを示しています。（例：2016 ＝ 2016 年度・平成 28 年度分まで納入済み）
▶会報に同封の年会費の直近納入日、納入済み年度をご参照下さい。年度 4 月から満 80 歳を迎える期の会員は納入免除。
▶過年度分未納の方は、さかのぼって納入する必要はありません。納めていただいた時点からカウントいたします。

お問合わせ先：事務局（幹事長）　倉沢裕まで
TEL：090-3502-3646      E-mail：kurasawa_hiroshi_keyakidai@yahoo.co.jp

年会費納入者一覧 (2016 年 3 月末現在）

依田康徳 2015 山浦　武 2015 中村　勉 2019 内堀眞通彦 2017 井上順允 2015 高松健治 2016 渡辺洋一 2029【35 期】
渡辺武彦 2022 山嵜逸雄 2017 成田邦夫 2018 荻原光夫 2017 大矢憲明 2017 滝澤　格 2015 石井　暢 2015

横沢武久 2016 新沼惇雄 2017 片岡恒夫 2017 荻原統夫 2016 武半正一 2015【51 期】 滝澤　正 2016
【59 期】 渡辺孝幸 2019 松井広通 2015 川上博美 2015 大日方　真 2017 土屋義子 2017 荒井一男 2015
饗場賢司 2015 渡辺静雄 2017 松瀬勝雄 2015 木村和幸 2016 河西秀夫 2019 中村茂之 2016 飯塚　壽 2015【42 期】
阿部真之亮 2015 三井宣夫 2016 沓掛勝利 2016 菊島和宣 2017 藤井清彦 2016 池田義雄 2018 岩下　實 2015
荒井理夫 2015【58 期】 宮坂　卓 2015 倉見英一 2018 久昌貴代江 2015 古川　一 2026 井出英三郎 2015 栗田裕夫 2019
有賀勝雄 2021 赤池三男 2018 宮島正和 2018 黒岩　了 2017 沓掛文哉 2015 松崎義一 2017 上原隆雄 2018
池内正直 2015 井沢　敬 2019 村山　剛 2018 小宮山忠彦 2016 倉島　彰 2016 水出康雄 2016 上原　昂 2015【44-5 期】
池田周次 2019 伊東紀男 2017 柳澤安信 2016 小山治阜 2015 黒岩千鶴子 2018 宮島廣人 2015 内久根孝一 2017 甲田悌三 2015
池田研一 2015 伊東啓治 2018 山極卓也 2018 坂口宏明 2016 黒川次郎 2016 森　浩一 2016 太田幸男 2019【44-4 期】
石塚洋一 2017 伊藤文明 2019 横沢敏雄 2016 坂口守夫 2015 呉　公一郎 2017 矢島寛文 2015 掛川國雄 2015 竹内秀彦 2023
井出政義 2017 大井秀三郎 2018 横島庄治 2015 清水　勇 2019 神津勝重 2018 柳沢　忠 2015 鎌野秀嗣 2015
稲垣正雄 2015 大島仁士 2016 依田幸雄 2016 清水好昭 2018 小堺一雄 2017 山口直枝 2015 蒲生卓磨 2016【45 期】
内久根克彦 2016 大日向寛畝 2016 若林克壽 2016 杉原積雄 2018 小菅健司 2015 若林英鋭 2016 倉沢直哉 2019 森　　茂 2016
大日方勝利 2029 岡野富男 2015 滝沢克彦 2022 後藤人三 2018 黒川嘉郎 2016
尾崎晴夫 2020 片岡春雄 2017【57 期】 滝沢哲三 2015 小林勝利 2023【53 期】 佐藤隆俊 2016【46 期】
掛川勝司 2015 金子親碩 2018 青木周二 2019 田玉尚武 2016 小林干城 2015 阿久津義雄 2016 清水　勲 2015 出浦　仁 2017
木下嶺夫 2015 鎌原昭治 2020 有井　毅 2015 塚田忠夫 2018 斉藤智己 2015 安土忠男 2016 清水　順 2015 神林常視 2018
小林芳友 2017 北野啓司 2019 池田盛司 2017 土屋　務 2015 坂口　守 2020 飯島秀也 2015 滝澤英彦 2022 宮沢　寿 2022
小林賢一 2015 北村尚巳 2015 伊藤紘二 2017 土屋英明 2018 滋野三樹 2015 井澤　保 2016 竹内英晃 2018
小林朋晃 2016 久保田達夫 2018 宇賀神一雄 2017 鶴見貞夫 2017 関　正勝 2019 井上眞人 2017 土屋　章 2015【47 期】
小林英男 2019 倉島義明 2018 臼田茂二 2021 臣川晃夫 2015 滝沢義信 2017 岩崎　渉 2017 中澤良行 2015 片山治夫 2019
小林義典 2029 小池　晃 2016 榎本金二 2020 長峯道明 2019 滝澤睦夫 2018 大塚昌宏 2015 中島　宏 2022 笹井　博 2020
坂口茂夫 2016 神津　進 2020 大谷光弘 2016 長谷川善一 2018 竹内　節 2015 大塚教夫 2016 中曾根　聡 2015 田守正雄 2019
櫻井資悦 2016 小島佳雄 2015 皆瀬　淳 2015 波田野　彰 2016 竹重節雄 2018 尾崎俊朗 2017 成澤誠司 2021 土屋　博 2020
重原正治 2015 小林和民 2016 加賀美欣二郎 2016 樋口宣明 2015 田中嘉親 2030 掛川多美雄 2016 保坂利勝 2017 三浦嘉治 2018
清水　和 2019 小林慶三 2018 神林英男 2017 間島　巌 2017 田村　朗 2019 懸川文夫 2017 堀内弘栄 2018 水野　純 2018
清水侯博 2018 小山　泰 2016 久保新一 2016 松尾　裕 2019 土屋勝俊 2018 柏村孝行 2021 丸山瑛一 2018
関　和明 2019 小山捷二 2019 桑原恒雄 2018 宮入健二郎 2015 土屋晃一 2018 小出　武 2015 丸山　弘 2015【48 期】
関口勝子 2018 桜井兼三 2020 小島士郎 2017 宮島光男 2019 土屋重基 2018 小林忠夫 2016 村田　寛 2019 小林富士雄 2015
関根克郎 2016 桜井成樹 2017 小島吉男 2017 毛利義範 2017 寺島重暉 2017 小林乾泰 2018 母袋博一 2016 春原　寛 2016
関本桂子 2017 品川勇一 2017 小林　明 2020 柳沢郁政 2018 中島隆之 2015 小山哲雄 2017 望月伸泰 2021 吉村　功 2015
高野寛之 2015 城下　尚 2019 近藤郁雄 2018 和田　守 2021 中村一彦 2017 坂口茂廣 2017 両角克己 2015
高橋謙夫 2016 関　有二 2015 近藤正輝 2018 中村忠勝 2018 櫻井功輝 2015 柳沢　純 2019【49 期】
滝澤武朗 2015 高橋福幸 2016 清水康弘 2017【56 期】 成田崇宏 2017 塩野入　剛 2016 横島義之 2015 榎本秀雄 2020
武重昭蔵 2016 滝沢信夫 2017 白倉憲二 2015 赤尾信吉 2022 橋田ちせ 2024 杉浦醇一 2017 吉澤深二 2018 荻原　賢 2015
千野裕明 2018 手塚信康 2018 鈴木芳枝 2019 飯高盛龍 2018 花房伸吉 2016 須田武久 2016 小澤泰衛 2020
土屋晴彦 2016 手塚洋兵 2017 関　行裕 2018 上原清治 2017 馬場武彦 2017 高木快雄 2016【52 期】 久保利夫 2016
手塚博幸 2017 寺島知惠子 2018 高木佳年 2021 内海章緒 2027 馬場雄二 2017 武重賢治 2015 青木　功 2041 銭澤末治 2015
常盤秀夫 2016 寺島紘士 2018 武井和雄 2015 大久保治夫 2015 深町勝男 2016 塚田　靖 2021 赤池孝之 2016 堀内寅次 2018
西沢正浩 2016 中島秀忠 2017 竹内　昭 2018 大塚明彦 2019 福田斎一 2017 寺西　孝 2016 飯島孝一 2016 牧内泰道 2018
萩原清人 2016 中島勇司 2017 田沢雄二郎 2017 岡田建治 2015 藤村延魚 2024 中島　均 2015 飯塚和男 2016 松本初男 2020
長谷川久二 2018 中村国武 2015 田村義昭 2020 河西邦彦 2015 古見喜八郎 2015 服部聦一郎　2041 石合正和 2016 宮坂　博 2019
羽田幸善 2017 西澤益男 2016 土屋信雄 2019 笠原征夫 2019 堀内木意 2017 馬場正彦 2015 石巻伸夫 2015
馬場裕三 2015 林　嘉市 2016 戸塚英雄 2015 風間英信 2015 前田喜美子 2021 半田義昭 2017 和泉民人 2019【50 期】
樋口忠夫 2017 星野　和俊 2018 中澤啓司 2018 神津　進 2021 松井平三 2023 半田喜章 2017 稲垣正武 2015 相場邦二郎 2015
堀部孝久 2017 堀内　昭 2020 西尾紀一郎 2024 小平節夫 2019 宮入裕夫 2016 山邉一磨 2019 荻原静寿 2016 甘利信明 2015
本郷達郎 2017 本田祥治 2015 野田晃弘 2017 小林英郷 2016 宮沢壮介 2016 堀内忠久 2025 掛川十次郎 2015 上原健一 2016
町田克二 2017 宮川克彦 2022 箱山　雍 2023 近藤征司 2015 宮本昌典 2015 増田隅雄 2017 掛川正司 2016 生島　満 2015
松井亮一 2019 宮下秀久 2019 畑　　勲 2017 坂田治三郎 2016 柳澤　明 2015 村山憲太 2015 古平伸吾 2019 尾台　久 2016
水出清仁 2019 宮下厚樹 2016 馬場健一 2018 笹沢政道 2021 柳沢伸勇 2015 柳澤浩二 2016 小林武彦 2016 金井忠雄 2034
宮下博文 2016 宮島武源 2016 保科政男 2017 柴田義人 2018 山崎茂幸 2017 山崎達夫 2016 小林俊憲 2018 鹿野耕次 2015
宮島健治 2016 宮原清明 2018 細田　衛 2027 関　勝久 2022 山本正秀 2015 山田武彦 2018 小林孝典 2024 小山洋之介 2017
森　嶺夫 2016 宮原安春 2017 堀　英毅 2018 瀬下正利 2018 山本農夫彦 2015 小山堯志 2015 竹内啓爾 2026
柳沢建夫 2019 宮本忠昭 2016 堀内　修 2022 滝沢　健 2017 【55 期】 横田武夫 2016 佐々木淳二 2018 塚田　満 2017
柳澤喜明 2016 百瀬和紀 2018 本田　健 2017 竹内　仁 2015 青木幹男 2016 渡辺百枝 2016 佐藤健一 2015 新堀英行 2015
山口元彦 2015 森　邦夫 2021 松木　功 2027 田代和美 2015 秋葉光廣 2019 柴田正人 2016 間庭秀人 2015

矢嶋瑞夫 2020 宮坂幸雄 2016 立岩　環 2016 秋山弘志 2015【54 期】 清水忠治 2016 水野哲雄 2015
【60 期】 山岸宜公 2017 宮下廣勝 2020 田辺順一 2015 荒井恒雄 2016 石合正治 2015 新保知右喜 2015 宮原省三 2022
青柳偕行 2015 山邉光一 2016 望月英明 2016 田村　功 2016 飯島慶三郎 2019 石井光春 2015 須藤尚彦 2015 柳沢洋一 2015
池田　清 2017 吉池千冬 2019 森田紀武 2015 鳥居次生 2018 井上　馨 2018 石原澄江 2016 関　正利 2017 山田秀昭 2015
井上　茂 2016 吉池正樹 2018 柳沢　孝 2021 長崎哲夫 2018 上原　尚 2015 市河富弘 2017 高橋たかち　2018 吉村洋一 2019
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石橋　務 2015 佐藤陽文 2015 横関洋一 2017 柳田　稔 2017 成澤三雄 2029 小林圭一 2017 加賀美徳行 2021 今井勇雄 2016
磯貝隼人 2018 高木信一 2019 若柳直人 2017 藪原和男 2020 西沢文昭 2019 小山平六 2019 笠井徳爾 2022 上原惇子 2018
生方健二郎 2017 田中啓子 2017 山崎一郎 2016 西澤信幸 2015 近藤晃理 2035 岸井進二 2019 大橋邦夫 2017
遠藤和美 2015 谷合裕子 2016 【66 期】 山本淳一 2016 西村耕三 2022 斎藤実敏 2019 沓掛　忠 2019 尾上朝子 2018
大井恭子 2015 土屋英子 2016 秋山信吾 2016 吉田公生 2017 橋詰　徹 2016 酒井伸二郎 2016 久保田敬雄 2018 風間文彦 2016
小川亮夫 2018 堤　　達 2015 浅野俊二 2020 林　壮治 2020 坂口典和 2017 栗谷川　洋 2016 北原英孝 2022
尾立孝司 2016 手塚　茂 2018 荒井和夫 2017 【65 期】 深澤 直行 2019 坂本喜擴 2019 神津久幸 2018 北村友和 2015
金井秀量 2015 西川明子 2018 荒井秀人 2015 赤尾晴夫 2016 藤川　昇 2022 佐藤澄江 2019 神津英明 2024 沓掛行徳 2020
蟹江由美子 2017 林　千春 2020 池田頼雄 2020 池田恵一 2016 保坂証司 2018 塩入睦夫 2016 小林宣光 2019 黒澤博身 2019
河合紀美子 2016 原田健治 2017 石井登志子 2015 岩崎和雄 2016 保屋野美智子 2022 塩入功三 2018 小山忠顯 2019 甲田　奏 2015
倉沢　裕 2018 松本哲夫 2017 石井茂夫 2018 岩崎ひとみ 2016 堀内敏文 2018 清水輝夫 2021 小山　満 2017 小関夏子 2020
黒田英臣 2018 丸山博見 2018 石井千里 2015 上原　昇 2020 松本有造 2016 清水孝彦 2015 坂井英樹 2015 児玉八十三 2016
桑原邦寿 2018 水島良子 2016 石黒初枝 2019 宇野直幸 2016 松山　久 2019 正村真治 2020 佐々木　豊 2018 小林公彦 2015
小池明夫 2016 村越　進 2015 市川正雄 2015 大野正広 2019 水野　隆 2018 鈴木綾子 2017 佐藤守正 2016 小松有也 2023
近藤正昭 2018 矢島　昇 2016 今井郷子 2015 大町教子 2022 宮島正紀 2019 春原公人 2016 塩沢英巳 2015 小宮山　毅 2019
清水龍夫 2017 山崎　哲 2022 岩片正行 2016 岡田　修 2015 矢島正晴 2016 関　祥行 2016 篠原敬一 2019 小山比呂志 2015
下村文彦 2016 山下一雄 2024 大石雄司 2021 荻久保一男 2019 山浦善樹 2016 高梨奉男 2022 清水忠勝 2015 櫻井修一 2018
関　和義 2019 山本修士 2016 大久保健仁 2016 折井正博 2020 山浦成子 2015 高松郁夫 2018 関　勝男 2018 塩川英世 2015
高橋　実 2020 大塚真郎 2019 柿崎良男 2018 山岸敬和 2018 滝澤　淳 2017 關　勝 2017 清水敏弘 2019
高見沢一彦 2019 【68 期】 荻原芳明 2020 菊地暁子 2017 山極真咲 2015 滝沢伸吉 2016 高橋宗雄 2017 清水幸雄 2017
土屋文男 2016 青沼正人 2015 鬼久保潤一 2016 窪田通人 2017 山本寿美子 2018 瀧澤　晃 2015 髙山時彦 2015 下里　剛 2016
寺内政利 2015 石井　清 2019 笠原英明 2017 倉沢よりえ 2017 若林春樹 2015 田口象二郎 2019 滝澤　進 2023 白井　透 2021
栃原重文 2020 石井英俊 2015 北澤英男 2018 栗林みよ子 2017 若林英也 2015 竹渕　稔 2019 滝澤 雅男 2015 関　一嘉 2019
西嶋　正 2032 石垣洋子 2019 北島良男 2016 甲田幹夫 2017 渡辺節男 2015 多胡義孝 2018 田澤　洋 2024 袖山　脩 2019
馬場央自 2018 石黒　稔 2017 黒坂正文 2015 小瀬澄子 2022 渡辺常男 2016 田島善光 2020 玉木純雄 2017 高沢博行 2015
東川　巖 2015 稲寺　隆 2016 桑名博子 2019 小林淳一 2018 渡辺弘之 2017 土屋和猛 2018 中村　貢 2015 鷹野芳機 2018
藤谷芳子 2017 井上明美 2023 小林芳樹 2016 小林鉄人 2015 土屋郁夫 2019 西澤正捷 2019 竹内善尉 2019
古畑克巳 2024 井部才揮 2015 小林周一 2018 小宮山雅子 2018 【64 期】 遠山　曉 2016 野口文武 2019 竹倉征祠 2020
細萱文彦 2020 碓田　茂 2017 小山　茂 2019 小山佳朗 2019 浅井康彦 2016 富田光明 2015 羽毛田仗一 2017 田中武夫 2015
前田啓子 2016 大井　深 2015 笹澤和平 2020 櫻田喜貢穂 2019 荒井裕司 2018 永井正夫 2019 橋詰研一 2020 田中良樹 2015
松尾睦夫 2018 太田康夫 2019 塩崎良次 2015 笹沢政利 2018 有賀　猛 2020 中澤裕治 2021 平林芳子 2015 田中　節 2016
箕保幸 2016 織田辰郎 2019 塩野崎英二 2017 佐藤徹郎 2019 石井則男 2018 中島正博 2015 星山輝男 2015 田中一穂 2015
宮澤　広 2023 尾台孝男 2015 清水信夫 2015 佐藤義雄 2018 磯村雄二 2023 中曾根弓夫 2015 細萱英久 2017 田中俊郎 2020
宮原光男 2016 金子元昭 2019 清水正憲 2016 真山　亨 2015 一條光枝 2015 中村房子 2021 堀内寿美 2024 塚田　晃 2020
村尾正子 2015 工藤敏夫 2019 清水　理 2015 澤井繁男 2023 一場美智子 2018 中山君平 2018 町田　章 2015 出嶋紀一郎 2016
山村由紀子 2019 工藤泰彦 2016 清水通男 2024 澤崎健一 2015 岡田　渉 2016 羽田啓吾 2015 松尾英昭 2020 戸塚武雄 2017
吉村邦彦 2018 栗林　茂 2015 菅沼恵子 2020 塩川明男 2016 荻原俊男 2018 別府直苗 2016 三井文人 2017 長崎　誠 2015
依田隆文 2016 甲田　廣 2017 清野勝芳 2017 塩川高敏 2018 奥村恭子 2017 牧野紀明 2028 宮坂　清 2020 中島恭一 2016

小林　明 2017 滝沢一郎 2016 清水俊文 2019 小野沢常裕 2018 松井由美 2019 宮澤達士 2015 中島敏男 2021
【70 期】 小林照明 2019 田口　博 2018 神宮　進 2016 小野博見 2016 松山　武 2017 宮島英紀 2030 西沢国隆 2019
安藤　哲 2018 小林　誠 2018 竹内　進 2015 関森　壽一 2019 掛川修身 2016 宮坂和夫 2017 宮本和子 2019 沼形泰枝 2017
伊藤彰紀 2016 小山　実 2016 竹内豊和 2016 高見沢文雄 2017 片桐昭夫 2020 宮坂信章 2019 麦島和子 2020 羽毛田　信 2020
大橋志津江 2020 佐藤徳茂 2015 田中　修 2019 滝川幸子 2015 河合　廣 2015 宮崎信二 2019 望月　信 2017 久田英保 2019
君波昭治 2020 佐藤能延 2016 田中　茂 2021 瀧沢政視 2019 北川原　智 2017 宮島佑吉 2016 諸岡征之 2018 福嶋　宣 2019
小池朋子 2018 塩野入文雄 2017 田中冨昭 2016 田口令子 2021 北原巖男 2016 村上國夫 2018 矢島幹夫 2015 古川　敦 2015
小林則夫 2016 芝間伸剛 2019 田村和枝 2016 武澤美佐子 2020 熊坂一成 2025 村川誠子 2019 柳原　穣 2022 前田尚武 2017
佐藤秀紀 2015 清水　猛 2015 塚田敏夫 2018 田尻英敏 2015 小林千修 2015 室賀太郎 2018 山浦直次郎 2019 松井石根 2017
渋沢　稔 2020 清水洋一 2016 角田幸雄 2015 田中　昇 2016 小林武男 2017 諸岡健児 2018 由井　崇 2018 松林純夫 2016
白井　宏 2019 竹内信明 2018 中沢広重 2024 田中由紀子 2018 小松正佳 2016 柳沢昌俊 2016 吉岡　攻 2016 丸山久勝 2019
隅田滋彦 2017 多胡千恵子 2019 中嶋克比古 2016 田村栄治 2017 小宮山　孝 2015 柳澤敏雄 2021 吉澤善男 2017 武藤義勝 2018
田中茂雄 2024 土屋光博 2018 中村充夫 2015 塚田道明 2019 小山信彌 2016 依田欣五郎 2017 吉田光明 2015 森田英明 2016
田中正行 2019 土屋耕太郎 2022 三井邦夫 2019 土屋雄三 2015 塩川伸明 2018 若林邦夫 2019 両角　聡 2017
中村　冠 2017 土屋正道 2016 宮坂栄一 2016 鴇沢哲雄 2015 島田彰男 2015 【63 期】 矢嶋邦彦 2016
中村建哉 2017 中川彰雄 2019 茂木俊郎 2019 中曽根隆義 2016 清水安雄 2015 青木郁夫 2018 【62 期】 安間　襄 2022
中山長年 2015 中島みどり 2020 栁澤公雄 2018 中村宣夫 2016 清水計枝 2016 飯島俊文 2017 青柳健次 2018 柳沢直治 2015
長谷川隆男 2015 中村隆明 2017 山岸　豊 2015 中山正光 2018 清水敬久 2015 飯島正文 2018 秋田　勇 2020 柳沢　厚 2020
花岡千賀子 2015 西沢　悟 2018 山極正直 2018 成澤文和 2016 清水淳郎 2019 飯塚一雄 2020 浅井保雄 2018 山岸憲雄 2015
平賀淳子 2016 平林美穂 2017 山辺樹久生 2017 西澤省悟 2016 春原和民 2018 市村武次 2019 朝澤　智 2015 山岸文明 2018
丸山幸夫 2019 福澤　弘 2015 山邉豊文 2018 西村賢治 2018 高梨芳男 2021 大塚和弘 2018 有賀幾夫 2019 山崎裕二 2015
緑川正博 2023 前田富生 2015 米山幸雄 2021 原田義則 2020 滝澤明憲 2016 河西郁男 2016 生田豊重 2016 山本哲之 2024
宮下有生 2017 牧野平二 2016 半田俊治 2016 竹中　司 2018 金沢嘉昌 2020 岩井重一 2022 渡辺達三 2016
安井道子 2019 松山研治 2015 【67 期】 深町美由 2015 田中耕一 2020 川村恭司 2015 上原隆一 2018
山岸悦夫 2016 丸山洋一 2015 飯島康夫 2015 保屋野良治 2019 辻　佐知子 2017 神林　森 2015 大橋民男 2018 【61 期】
山本文和 2016 宮川俊晴 2017 石田清典 2019 牧野信明 2018 寺西孝昭 2017 北佳不二男 2016 岡村丈一 2018 青木良光 2015

宮坂邦夫 2016 一宮眞理 2023 牧野泰晴 2015 直井隆徳 2016 木村公平 2016 小川朝行 2015 新井袈裟光 2018
【71 期】 宮崎直之 2017 岩崎　章 2017 丸山敏明 2019 永井信介 2020 小林諒一 2019 片山隆行 2020 有坂猛三 2018
赤木千江子 2017 宮澤一幸 2019 上田　潔 2017 丸山道隆 2016 中沢勝義 2017 小林正則 2021 川上千秋 2015 池田　稔 2016
飯島　昭 2015 村上茂雄 2015 内山　隆 2018 丸山隆平 2019 中西載慶 2018 小林悠一 2019 木内和宣 2016 石井茂雄 2016
岩下秀市 2017 山浦雄一 2017 生島久資 2015 丸山暢久 2023 中山　敏 2016 佐伯謹吾 2020 北村克昭 2019 市川五朗 2016
内田みつ子 2017 山岸　馨 2015 掛川正幸 2022 宮川恵三 2017 野村　一 2016 塩沢清文 2020 栗林久雄 2019 市川武伸 2018
岡野周子 2016 山本近雄 2016 金井正美 2019 宮崎光明 2018 樋村明久 2016 塩野入幸一 2019 栗山正雄 2016 井出孝光 2016
熊中康弘 2015 横山佐苗 2016 沓掛正樹 2020 宮澤 憲一 2016 平林正明 2016 関田正幸 2023 小出勝利 2016 井上　剛 2018
小林秀一 2017 熊坂文成 2015 宮原　豊 2019 松高賢一 2018 高寺　学 2016 甲田充彦 2017 上原勝二郎 2016
小林一輝 2019 【69 期】 黒岩正一 2015 村山幸男 2018 宮坂信之 2016 滝沢鐵夫 2020 小須田光一 2017 内山澄孝 2016
小林孝弘 2019 青柳真二 2019 小林みゆき 2019 森　則雄 2015 宮地研二 2018 武井長久 2020 児玉一江 2019 大草猛生 2017
小牧秀子 2017 荒木由美子 2018 小林修一 2015 矢島哲夫 2017 宮下明子 2017 田中　正 2016 小沼照彦 2017 大澤裕吉 2018
近藤　徹 2016 荒木久文 2018 小林　猛 2015 柳沢賢次 2016 村居次雄 2022 田中　稔 2017 小林正樹 2024 大澤義隆 2017
白木一彦 2017 有賀秀典 2017 小松康夫 2018 柳澤光美 2015 矢ケ崎　智 2024 角田玲子 2016 小林直樹 2020 荻原隆治 2020
杉崎経雄 2019 池田有美子 2019 小山正樹 2019 山浦陽士 2016 柳澤 信義 2018 内藤秀気 2016 小林　仁 2015 奥村喜美子 2017
高木公彦 2016 池田泰子 2018 坂口公一 2016 山極時生 2015 柳沢篤俊 2017 中沢秀夫 2017 小林美智子 2015 尾和正暉 2034
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期 氏名 金額（円）期 氏名 金額（円）期 氏名 金額（円） 期 氏名 金額（円）
43 横沢　昭安       5,000 50 山田　秀昭       2,000 60 日置　勇二       50,000 64 村居次雄       1,000 
44 -4 滝沢　源平       2,000 50 吉村　洋一     10,000 60 柳沢　厚        1,000 65 上原　昇       4,000 
45 森　   茂     10,000 50 渡辺　洋一     10,000 61 上原　勝二郎        1,000 69 高橋　実       2,000 
46 清水　巻郎       2,000 53 小林　乾泰      2,000 61 沓掛　忠        3,000 73 堀内　秀雄       2,000 
48 田原　敬       5,000 53 服部　聰一郎      2,000 63 佐伯　謹吾        2,000 80 五十嵐　剛       4,000 
48 峯村　千徳       2,000 54 石井　光春      2,000 63 滝沢　鐵夫        1,000 81 毛利　元晶       3,000 
48 吉村　功       2,000 54 藤村　延魚    10,000 63 矢島　正晴        1,000 98 長谷川　直紀     10,000 
50 竹内　啓爾     10,000 57 小林　明      5,000 64 小林　武男        5,000 有志一同       4,520 
50 翠川　勲       2,000 60 白井　透      5,000 64 竹中　司        1,000 計   183,520

寄付者 / 寄付グループ 2015 年 10 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日

ご協力ありがとうございました

田中篤志 2019【89 期】 廣松さゆり 2015 石黒久仁子 2016 池田　宏 2015 滝沢正登 2019 川上幸則 2019 高木　繁 2022
小林幸治 2019 藤澤賢治 2016 小澤文明 2015 一杉恵理子 2017 塚田勝彦 2016 河野嘉子 2019 茅野昌義 2015

【101 期】 関　祐一 2019 三木美和 2015 鈴木巳季 2015 内田邦子 2024 樋沢克彦 2019 楜沢良和 2015 中沢庄平 2019
青木　史 2015 宮島克仁 2015 龍野和徳 2017 鵜殿理枝 2017 宮島省吾 2018 小須田道彦 2017 中村一夫 2017

【90 期】 若林　努 2015 谷川博幸 2016 神林尚秀 2015 両角　繁 2015 小平康人 2015 長谷川敏雄 2018
【102 期】 飯田茂幸 2019 中沢尚之 2019 倉島一喜 2015 柳沢幸治 2015 塩入　修 2018 林　芳樹 2015
輿水理美 2016 佐藤一道 2018【84 期】 中野健治 2023 神津裕美 2019 山本享子 2015 須貝　博 2015 望月亮子 2017
野呂安澄 2018 鈴木　礼 2016 篠塚未暁 2015 西谷江美 2019 河野えり子 2015 和氣寿子 2015 土屋秀俊 2015 柳沢幸夫 2018
堀内　駿 2015 成田哲博 2015 清水昭彦 2016 長谷川　剛 2018 下形悦章 2019 渡邉聡明 2022 橋爪宏達 2015 吉池　豊 2017

清水博之 2015 花井克之 2018 竹花真理子 2017 橋爪尚子 2015 若林典雄 2016
【103 期】 【91期】 松本優樹 2015 花岡　健 2019 田村理恵 2015【76 期】 橋詰富博 2017
大谷真宙 2016 滝沢綾子 2019 吉池　仁 2021 原　久美 2017 根本昭子 2018 内山憲一 2015 福内　敦 2019【72 期】
金井咲保里 2016 柳沢孝之 2015 山崎豪敏 2015 金井一正 2015 藤木和彦 2020 青沼　泉 2015
小岩井聡美 2017【92 期】 【85期】 吉岡雅子 2015 小島　玲 2015 藤澤市郎 2018 岩崎裕治 2016
佐藤　有 2020 植松真弓 2017 内田久美子 2017【81 期】 吉田和子 2019 佐藤美恵子 2019 堀内秀雄 2019 榎本美智子 2015
塩入詩織 2016 荻原松美 2016 五十嵐厚夫 2015 渡邉　博 2020 柴崎由美子 2018 前田昇三 2019 奥山利幸 2018
古市和也 2017【94 期】 尾和正登 2016 金井教子 2015 清水順三 2018 宮下克彦 2015 川崎とみ子 2018
水沢聡志 2017 榎本泰史 2015 春日一浩 2017 榊原　誠 2017【79 期】 芹澤雄二 2019 栁沢和也 2016 氣田夏子 2017
師川紘一 2016 近藤弘司 2016 坂口善樹 2016 阿部真由美 2015 高池裕子 2019 柳沢昌行 2015 小林正典 2016

【95 期】 疋田康二 2016 坂下宗昭 2019 井出浩一 2016 滝村　浩 2015 小宮山修邦 2018
【104 期】 橋本清香 2016 村上和香子 2015 高橋登美恵 2018 荻原　貴 2019 土屋久幸 2016【74 期】 佐藤哲夫 2016
岩田菜里子 2018 戸島俊一 2020 木村範子 2015 鳴沢真一 2016 飯嶋俊樹 2015 関　博明 2015
川合健治 2020【96 期】 【86期】 服部みどり 2017 黒坂　淳 2015 広田徳明 2018 石塚二郎 2018 関　雄二 2015
佐藤英則 2016 青木康史 2016 阿部貴子 2015 保科彰治 2018 小松純子 2015 福井正彦 2017 大平貴臣 2016 滝沢秀彦 2015
清水文隆 2017 関　隆臣 2015 太田　仁 2016 毛利元晶 2016 小宮山恭子 2015 藤澤　靖 2015 荻原久俊 2022 田中　誠 2032
寺島亞希 2017 佐藤美那子 2015 横関正人 2016 笹沢英生 2015 堀籠秀直 2017 小林孝寛 2018 田村順一 2015
古澤　挙 2016【97 期】 関　良基 2018 清水雄至 2020 小宮山伸之 2019 寺嶋正明 2024
水野高夫 2017 依田恵美子 2018 吉池有司 2016【82 期】 田中秀樹 2015【77 期】 坂口洋三 2018 長坂武見 2018

加藤民幸 2017 戸田由香 2015 牛田宏子 2015 清水直人 2015 平田圭吾 2017
【106 期】 【98期】 【87期】 重藤知夫 2018 中村憲治 2015 押金　勉 2016 竹内敏尚 2019 福田礼子 2016
堀　淳志 2016 関口豊和 2015 上沢美咲 2018 田玉智明 2018 野口克哉 2017 神村昌通 2021 土屋浩子 2016 船渡和男 2020

滝澤味木子 2017 西沢知樹 2016 花岡和道 2015 岸　豊子 2020 土屋三千夫 2015 保科健二 2019
【107 期】 【99期】 藤巻恵理 2015 長谷川　浩 2016 馬場俊彦 2015 黒澤太平 2015 林　幸平 2015 矢島基美 2023
甲田英里子 2018 窪田健志 2017 松本博文 2016 早坂ゆかり 2016 神津富治男 2019 柳沢香枝 2017 依田昌樹 2015

塚田　学 2019 【83 期】 松尾　弘 2020 小平　昭 2015 依田　研 2016 渡邉温子 2020
【108 期】 永井洋平 2017【88 期】 五十嵐恵子 2015 松木富士子 2018 小松義明 2016
中村祐輝 2019 中嶋　豪 2020 池田剛生 2016 内川　智 2016 水沢　宏 2016 佐藤之俊 2016【75 期】 【73期】

宮澤陽介 2016 高星音栄 2015 榎本かおる 2016 両澤克彦 2016 佐藤一男 2016 一之瀬康利 2016 青木健一 2015
【110 期】 矢島好太郎 2019 田中亜友実 2015 大野聡子 2016 若林勇文 2015 鳥居圭子 2018 今野ゆり子 2015 阿部直彦 2016
草川竜也 2019 渡邊美涼 2015 中越陽子 2019 荻原昭彦 2015 柳沢宗男 2017 川畑久仁子 2015 石坂敦子 2018
長島有理 2018 中島数晃 2020 尾添静子 2019【80 期】 小泉行徳 2015 梅原裕子 2015

【100 期】 馬場久美子 2016 加藤直一 2015 會田信子 2031【78 期】 小林正宏 2019 大久保政男 2015
【112 期】 關　雅之 2015 三井正樹 2015 倉島茂樹 2016 新井晶子 2016 青柳政美 2015 関口徹雄 2017 尾台通久 2020
塩入 　養 2015 滝澤成晃 2018 宮澤仙践 2015 竹内延彦 2016 五十嵐　剛 2018 五十嵐紀元 2016 大工原潤 2018 掛川治男 2015

﹁
お
化
け
図
鑑
を
描
き
た
か
っ
た
少
年
﹂ 

　
　
　
　
　
　
内
山
憲
一
（
76
期
）

  　

    土 屋 法 律 事 務 所

弁護士　土屋耕太郎（68 期）

東京都港区虎ノ門１丁目 1 番 15 号　
　　　 三田ビル３階（〒 105-0001）
            TEL   03-3580-8588
            FAX      03-3539-7057

櫻田法律事務所
弁護士　櫻田 喜貢穗（65 期）

弁護士　今井　亮　   （野沢北高校）
〒 102-0092　千代田区隼町 2-17  パレスサイド千代田３Ｆ
　　　　Tel 03-3512-3562 ･ Fax 03-3512-3563 
　　　　　  sakura@sakurada-jimusho.com

宇
宙
の
誕
生
と
終
焉

　
　
　
　
　
　
松
原
隆
彦
（
83
期
）
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新
年
会
の
出
欠
は
が
き
よ
り

会
員
短
信

 

43
期　
　
保
刈
大
治

　

米
寿
と
は
こ
ん
な
も
の
か
や
お
ら
が

春(

２
０
１
５
年
３
月
）　

去
年
今
年

圧
迫
骨
折
癒
え
ぬ
ま
ま(

16
年
新
年)　

米
寿
を
ば
増
す
な
り
屠
蘇
祝
ふ(

同
）　

こ
と
し
ま
た
御
慶
の
雀
に
馳
走
せ
り

（
同
）
大
治

43
期 

土
屋　
啓

　

週
３
回
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
リ
ハ
ビ
リ

に
務
め
て
い
ま
す
が
、
歩
行
困
難
で
諸

会
合
に
は
不
義
理
を
重
ね
て
い
ま
す
。

俳
句
で
う
さ
を
晴
ら
す
暮
ら
し
で
す
。

44
︱
４
期　
　
滝
沢
源
平

　

年
齢
の
せ
い
か
好
き
な
ゴ
ル
フ
も
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

45
期　
　
森　
茂

　

来
年
は
米
寿
で
す
の
で
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

47
期　
　
三
浦
嘉
治

　

会
報
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
今
回

91
号
は
大
河
ド
ラ
マ
関
連
あ
り
、
仙
台

と
大
阪
が
近
く
感
じ
ま
す
。

48
期　
　
田
原　
敬

　

48
期
の
集
ま
り
も
昨
年
の
９
月
ま
で

昭
和
22
年
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

終
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

49
期 

風
間　
充

　

間
も
な
く
85
歳
に
な
り
ま
す
。毎
日
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

51
期 

丸
山　
弘

　

久
し
ぶ
り
で
友
人
と
出
席
す
る
予

定
。
で
き
ま
し
た
ら
土
、
日
曜
日
の
昼

か
夕
刻
に
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。

51
期　
　
保
坂
利
勝

　

頭
が
ふ
ら
つ
き
日
赤
で
検
査
し
た
ら

血
管
に
亀
裂
が
あ
る
と
。
現
状
を
受
け

入
れ
て
無
理
せ
ず
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

51
期　
　
内
久
根
孝
一

　
「
囲
碁
を
小
中
学
校
の
正
課
に
」
の

署
名
活
動
、
現
在
６
万
１
０
０
０
人
ほ

ど
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
ご
協

力
を
。
10
万
人
達
成
の
暁
に
は
文
部
省

に
請
願
し
ま
す
。

51
期　
　
黒
川
嘉
郎

　

今
年
も
１
月
初
旬
の
初
漕
で
ボ
ー
ト

の
幕
開
け
と
な
り
、
５
月
ご
ろ
か
ら

レ
ー
ス
が
始
ま
る
。
勝
利
を
祈
念
し
つ

つ
練
習
に
励
み
た
い
。

52
期　
　
武
半
正
一

　

11
月
で
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
が
、
地

域
活
動
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
時

折
、
な
つ
メ
ロ
カ
ラ
オ
ケ
で
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

53
期　
　
堀
内
忠
久

　

会
報
91
号
に
宮
原
巍
先
輩
の
著
書
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
先
輩
の
こ

と
を
書
い
た
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ド
ン
・
キ

﹁
幕
末
に
海
を
渡
っ
た
養
蚕
書 

﹂ 

　
　
　
　
　
　
竹
田　
敏
（
65
期
）

　

江
戸
時
代
「
日
本
の
養
蚕
の
父
」
と

言
わ
れ
た
上
垣
守
國
の
養
蚕
技
術
書

﹃
養
蚕
秘
録
﹄
が
フ
ラ
ン
ス
で
翻
訳
・

刊
行
さ
れ
た
経
緯
と
謎
を
追
っ
た
。

東海大学出版部
１６００円

日
本
型
学
校
主
義
を
超
え
て 

　
　
　
　
　
　
戸
田
忠
雄
（
53
期
）

筑摩選書
1700 円

﹁
お
化
け
図
鑑
を
描
き
た
か
っ
た
少
年
﹂ 

　
　
　
　
　
　
内
山
憲
一
（
76
期
）

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
者
の
著
者
が
50

歳
を
す
ぎ
て
、
自
分
の
心
に
詩
が
湧
い

て
く
る
の
を
感
じ
、
書
き
留
め
た
衝
動

が
熟
し
て
１
冊
の
詩
集
と
な
っ
た
。

港の人
１６００円

﹁
走
れ
︑
走
っ
て
逃
げ
ろ
﹂ 

 

　
小
関
夏
子
＝
母
袋
夏
生
（
60
期
）
訳

　
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人

迫
害
の
嵐
の
吹
き
荒
れ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
。
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
脱
出
し
た
８
歳
の

少
年
の
サ
バ
イ
バ
ル
を
描
く

岩 波 少 年 文 庫
720 円

「
チ
ー
ム
を
動
か
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ド
リ
ル
」 　
山
口
博（
79
期
）

　
「
１
日
１
分
30
日
」の
セ
ル
フ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
プ
レ
ゼ
ン
や
会
議
で
必
ず
結

果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。「フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
化
」

の
ス
キ
ル
が
学
べ
る
１
冊
。

扶桑社
1400 円

同
窓
生
の
新
刊

　
こ
の
欄
で
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
最

近
出
版
し
た
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

紹
介
し
た
い
新
刊
図
書
が
あ
り
ま
し
た

ら
︑
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
編
集

長
の
松
本
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

m
atsu-tetsu@

m
01.itscom

.net
                          （

定
価
は
外
税
）

　

18
歳
か
ら
の
選
挙
権
、
い
じ
め
問
題

な
ど
激
変
す
る
教
育
環
境
に
ど
う
対
応

す
べ
き
か
。
こ
れ
ま
で
の
「
改
革
」
を

検
証
、現
場
か
ら
の
処
方
せ
ん
を
提
案
。

征
矢
野
　
進
一
（
69
期
）

神
田
美
容
外
科
形
成
外
科
医
院

院
長
・
医
学
博
士

千
代
田
区
鍛
治
町
二
❘
七
❘
二

　
〇
三
❘
三
二
五
七
❘
〇
一
一
一

音
楽
家
・
コ
カ
リ
ナ
演
奏
家

黒
坂
黒
太
郎
（
正
文
）
66
期

http://w
w

w.kocarina.net/

土
屋
綜
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
土
屋
　
文
男
︵
69
期
︶

〒
１
０
２
❘
０
０
７
３

　
　
　
　
　
　
　

千
代
田
区
九
段
北
１
❘
３
❘
３

　
　
　

九
段
下
東
急
真
サ
ク
ラ
ビ
ル
４
階
・
８
階

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
（
３
５
１
２
）
０
２
１
１

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
１
２
）
０
２
１
４

　

宇
宙
に
興
味
を
持
つ
人
が
抱
く
数
々

の
疑
問
に
応
え
る
た
め
、
宇
宙
論
専
攻

の
著
者
が
、
誕
生
か
ら
終
焉
ま
で
を
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
し
解
説
。 

宇
宙
の
誕
生
と
終
焉

　
　
　
　
　
　
松
原
隆
彦
（
83
期
）

サイエンス・アイ
新書　１０００円

　

☆　
　

☆　
　

☆　
　

☆　
　

☆
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ホ
ー
テ
」（
中
公
文
庫
）
は
先
輩
が
何

に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
の
か
良
く
分
か
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
を
！

53
期 
小
林
乾
泰　

　

病
気
の
治
療
中
で
、風
邪
を
ひ
く
な
、

下
痢
を
す
る
な
と
医
師
の
注
意
が
あ
り

ま
す
の
で
、
寒
中
、
大
事
を
と
っ
て
欠

席
し
ま
す
。

53
期 

塚
田　
靖　

　

50
年
以
上
住
ん
だ
埼
玉
県
か
ら
引
っ

越
し
て
東
京
都
民
に
な
り
、
ま
だ
整
理

が
で
き
ま
せ
ん
。

53
期 

櫻
井
功
輝　
　

　

六
文
銭
が
家
紋
の
真
田
家
は
現
在
望

月
に
７
軒
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
北
条
が

沼
田
を
落
城
で
き
な
か
っ
た
腹
い
せ
に

望
月
城
を
落
と
し
、
さ
ら
に
春
日
城
の

依
田
信
藩
を
追
い
詰
め
る
や
昌
幸
は
北

条
の
補
給
路
を
横
か
ら
分
断
し
て
撤
退

さ
せ
た
と
か
。
真
相
は
不
明
で
す
。
詳

し
い
方
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

54
期 

藤
村
延
魚

　

昨
年
か
ら
大
学
院
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ス
を
始
め
、
論
文
の
中
間
審
査
や
ら
、

レ
ポ
ー
ト
や
ら
で
息
つ
く
ひ
ま
も
な

く
、
書
物
と
格
闘
中
で
す
。

54
期 

倉
島　
彰

　

喜
寿
を
超
え
て
か
ら
思
い
が
け
な
い

大
病
に
か
か
り
、
現
在
も
療
養
中
の
た

め
、
新
年
会
は
欠
席
致
し
ま
す
。

54
期 

深
町
勝
男

　

今
は
オ
ー
バ
ー
75
歳
の
サ
ッ
カ
ー
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

56
期 

赤
尾
信
吉

　

２
組
の
ク
ラ
ス
会
が
昨
年
あ
り
ま
し

た
。
今
春
も
多
勢
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

幹
事　

竹
内
弘
君
で
す
。

56
期 

笹
沢
政
道

　

リ
ウ
マ
チ
の
進
行
で
手
が
不
自
由
に

な
り
ま
し
た
。
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

56
期　
　
飯
高
盛
龍

　

初
め
て
の
参
加
で
す
。

57
期 
田
沢
雄
二
郎

　

元
気
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
野
菜
作
り
や
ゴ

ル
フ
、
海
外
旅
行
な
ど
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

57
期　
　
伊
藤
絋
二

　

15
年
３
月
に
、
46
年
間
の
大
学
勤
め

を
終
了
し
ま
し
た
。

57
期　
　
皆
瀬　
淳

　

目
が
悪
く
、
夜
間
の
外
出
は
控
え
て

お
り
ま
す
。

57
期　
　
榎
本
金
二

　

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

58
期 

寺
島
知
恵
子

　

寺
島
志
織
さ
ん
が
上
田
高
校
生
と
し

て
室
内
楽
班
で
演
奏
し
て
い
た
姿
と
お

名
前
を
し
っ
か
り
覚
え
て
お
り
ま
す
。

60
期　
　
矢
島
邦
彦

　

昨
年
は
１
本
の
み
か
ん
の
木
で

２
０
０
個
ぐ
ら
い
採
れ
大
豊
作
で
し

た
。

システム技研株式会社
代表取締役 清水 通男 （66 期）

〒 169-0075  東京都新宿区高田馬場 1-34-1 サンフジビル 5F
        TEL  (03)5272-8830    FAX  (03)5272-8836
　　　　　    URL  http://www.s-giken.com    

ＩＴ技術者募集中

fellow
取締役社長　古畑克巳（69期）

東京都千代田区内神田 1-18-11  東京ロイヤルプラザ 1109 号
TEL 03-3293-8931 　  FAX 03-3295-6005
http://www16.ocn.ne.jp/~fellow/index.html

Outsourcingの知識集団

株式会社
（公認会計士）

ゴルフ同好会に参加しませんか！
毎年、春と秋にゴルフコンペを開催

母校の先輩・後輩との新しい交流が生まれます

【ゴルフ同好会幹事代表】　古畑克巳（69 期）
TEL 090-6042-0566　cpafuruh@tky.3web.ne.jp 

次回コンペは 11 月 11 日（金）泉カントリー倶楽部
新規参加者　大歓迎　　ぜひご連絡ください

今年は私たちが実行委員会の当番期です。
皆さんの協力で総会・懇親会を盛り上げましょ
う。

69 期
総会実行委員長　古畑克巳（69 期）

　別所温泉
一人旅の宿

お客様に夢を  社員に夢を  地域に夢を

信州 / 別所温泉・政府登録国際観光旅館
〒 386-1431 長野県上田市別所温泉 1628 番地

TEL.0268-38-2300   FAX.0268-38-8501

心の自由劇場
HEART THEATER

社長　倉沢   章        常務　倉沢  裕（69期）

ウ　エ　マ　ツ　ヤ



60
期　
　
塚
田　
晃

　

暖
冬
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
寒

く
な
り
ま
し
た
。
同
窓
各
位
、
ど
う
ぞ

ご
自
愛
あ
れ
。

60
期　
　
小
山
比
呂
志

　

14
年
10
月
発
足
し
た
上
田
高
校
吹
奏

楽
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
「
松
奏
会
」
は
千

人
を
超
え
る
名
簿
が
集
ま
り
ま
し
た
。

６
月
の
現
役
の
定
期
演
奏
会
に
参
加
、

10
月
に
は
「
吹
奏
楽
を
楽
し
む
会
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

61
期 

滝
沢
雅
男

　

平
凡
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
夜
亡
く
な
ら
れ
た
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
一
瞬
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
。
２
週

前
に
「
薬
の
副
作
用
が
ひ
ど
い
の
で
少

し
入
院
し
体
調
を
回
復
し
ま
す
。
松
尾

倶
楽
部
会
報
の
編
集
を
頼
み
ま
す
」
と

メ
ー
ル
を
受
け
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら

だ
。
闘
病
は
知
っ
て
い
た
が
、
あ
の
快

活
な
男
が
こ
ん
な
に
突
然
逝
っ
て
し
ま

う
と
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
。

　

不
思
議
な
縁
で
あ
っ
た
。
同
じ
共
同

通
信
社
で
労
使
と
し
て
相
ま
み
え
、
書

記
長
だ
っ
た
彼
の
鋭
い
追
及
に
た
じ
た

じ
と
な
り
、
後
に
母
校
の
７
年
後
輩
と

知
っ
て
複
雑
な
思
い
を
味
わ
っ
た
。
井

上
元
編
集
長
の
下
で
小
生
も
編
集
委
員

を
務
め
た
当
会
報
を
彼
が
編
集
長
で
引

き
継
ぎ
、
自
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
い
質

量
と
も
に
一
新
し
た
こ
と
。
十
余
年
小

生
が
続
け
て
き
た
松
尾
倶
楽
部
会
報
の

編
集
を
１
年
ほ
ど
前
に
快
く
引
き
受

け
、
こ
れ
も
革
新
し
よ
う
と
し
て
く
れ

た
こ
と
。
彼
が
果
た
し
て
く
れ
た
貢
献

は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

　

３
月
11
日
、
芝
高
輪
会
館
で
開
か
れ

た「
お
別
れ
の
会
」で
は
、同
期
の
仲
間
、

同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
に
こ
や

か
な
彼
の
遺
影
の
前
で
献
花
の
後
、「
秋

玲れ
い
ろ
う瓏
の
︙
」と
校
歌
を
歌
っ
て
送
っ
た
。

校
歌
で
胸
の
奥
が
ジ
ー
ン
と
す
る
思
い

は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ
。
彼
の
魂
の
安

か
れ
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

宮
島
光
男
（
55
期
）　　

　

２
月
27
日

朝
、「
真
山

隆
夫
さ
ん

（
62
期
）
が

真
山
隆
夫
前
編
集
長
を
悼
む

62
期　
　
片
山
隆
行

　

会
報
は
各
方
面
で
活
躍
の
同
窓
生
が

お
ら
れ
、
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
素
晴
し
い
こ
と
で
す
。

63
期　
　
佐
伯
謹
吾

　

中
学
卒
業
以
来
絵
筆
を
と
り
、
水
彩

画
を
始
め
ま
し
た
。

64
期　
　
清
水
計
枝

　

会
報
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

64
期
の
「
東
海
道
53
次
の
旅
」
も
、
10

月
に
は
日
本
橋
に
到
着
予
定
で
す
。

66
期　
　
清
野
勝
芳

　

真
田
丸
大
変
楽
し
み
で
す
ネ
。
六
文

銭
軍
団
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

71
期　
　
小
林
清
隆

　

会
報
で
丸
山
清
光
先
輩
が
宮
原
清
、

桜
井
弥
一
郎
両
氏
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
現
役
上
高
生

の
活
躍
を
改
め
て
願
い
ま
す
。

72
期　
　
関　
雄
二

　

今
年
３
月
末
定
年
退
職
予
定
で
す
。

ま
だ
ま
だ
楽
隠
居
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
再
就
職
し
て
働
く
つ
も

り
で
す
。

74
期　
　
小
宮
山
伸
之

　

17
年
ぶ
り
に
都
心
の
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
心
臓
や
血
管
の
病
気
に

つ
い
て
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

75
期　
　
一
之
瀬
康
利

　

１
月
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
、
ペ
ン
ゲ

ラ
ン
に
１
～
２
年 

駐
在
い
た
し
ま
す
。

78
期　
　
青
柳
政
美

　

行
事
に
は
全
く
参
加
で
き
ま
せ
ん
が　

会
報
は
楽
し
み
に
読
ん
で
お
り
ま
す
。

81
期　
　
毛
利
元
晶

　

３
月
26
日
に
下
関
市
で
旧
長
州
長
府

藩
お
よ
び
長
州
清
末
藩
の
会
長
清
会
が

あ
り
出
席
し
て
ま
い
り
ま
す
。

90
期　
　
飯
田
茂
幸

　

司
法
書
士
事
務
所
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
５
周
年
を
迎
え
る
16
年
は
、
飛
躍

の
年
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

訃報 心よりお悔やみ申し上げます
期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日
38 小林　三郎 2015 年 9 月 51 堀内　照雄 2008 年 8 月 16 日 57 池田　教範              ―
47 花村　義男 2011 年 52 上原　佳和 2016 年 3 月 18 日 60 中島　亨 2015 年 11 月 7 日
48 平林　直之 2014 年 10 月 18 日 53 宮入　毅匡 2015 年 62 真山　隆夫 2016 年 2 月 26 日
49 上野　貞夫　2015 年 11 月 4 日 53 小泉　孟 2015 年 11 月 63 山浦　衛 2015 年 11 月 9 日
49 田村　和男 2015 年 9 月 17 日 53 堀内　正智 2015 年 11 月 8 日 98 長谷川　直紀　2015 年 10 月 20 日
50 伊藤　澄夫 2011 年 11 月 20 日 55 羽田　宏 2015 年 12 月
50 半田　武男 2013 年 10 月 28 日 56 藤原　鎌之　2015 年 3 月

うえだ　92号　P23
   

上
田
高
校
で
担
任
だ
っ
た
矢

島
薫
先
生
が
、
俳
句
界
の
最
も

権
威
あ
る
賞
と
さ
れ
る
蛇
笏
賞

を
受
賞
さ
れ
た
。
お
お
ら
か
さ

と
厳
し
さ
を
併
せ
持
っ
た
先
生

編集後記で
、
私
た
ち
は
親
し
み
を
込
め
て
「
薫

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
▼
世
界
史
と
倫

理
社
会
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
３
年

の
模
擬
試
験
で
志
望
校
欄
に
「
お
茶
の

水
女
子
大
」
と
書
い
て
と
ぼ
け
て
い
た

が
、
性
別
で
な
く
点
数
で
不
合
格
ラ
イ

ン
の
判
定
。
そ
の
後
の
面
談
で
は
、
結

果
の
悪
さ
は
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た
が

「
お
茶
の
水
」
は
優
し
く
見
逃
し
て
い

た
だ
い
た
▼
悲
し
い
出
来
事
も
。
私
が

編
集
長
を
引
き
継
い
だ
真
山
隆
夫
さ
ん

が
２
月
亡
く
な
ら
れ
た
。引
き
継
ぎ
後
、

２
回
ほ
ど
都
内
ま
で
出
向
い
て
く
れ
、

レ
イ
ア
ウ
ト
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
私
の
２
回
目
の
編
集

90
号
は
、
難
し
い
表
の
取
り
込
み
が
あ

り
、
何
度
か
電
話
で
教
え
て
も
ら
い
ま

だ
不
安
の
残
る
中
「
入
院
す
る
。
誰
に

も
言
わ
な
い
で
」
と
言
わ
れ
青
く
な
っ

た
▼
何
と
か
発
行
し
た
後
、
総
会
に
顔

を
見
せ
た
真
山
さ
ん
は
、
笑
い
な
が
ら

「
も
う
大
丈
夫
だ
な
」
と
一
言
。「
ま
だ

だ
め
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
よ
」と
私
。

こ
れ
が
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。「
真

山
さ
ん
。
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。　

松
本
哲
夫　



うえだ　92号　P24

読売文学賞を受賞　沓掛良彦氏（57 期）
人

う だえ

　古代ギリシャから近代まで古今東西の
詩を訳して一冊の本にまとめた「黄金の
竪琴」が第 67 回読売文学賞（研究・翻
訳賞）を受賞した。専門は西洋古典文学
の研究で、東北大助教授を経て東京外語
大の外国語学部長を務めた。訳詩は専門
ではないが「詩を愛することにかけては
人後に落ちないと自負している」と前書
きに書いている。「魅せられ心惹かれる
異邦の詩を自分自身の言葉に直し、わが
ものにすることに喜びを覚える」とも。
　今回受賞した訳詩集は自身のための

〝紙の墓標〟だという。自分の仕事を振
り返ってエッセンスを形のあるものとし
て残したかったと話す。訳詩は世間で顧
みられることが少ないうえに、古代、中
世の訳詩は注目されることも少ない。半

ばあきらめていたところに、知り合いで
出版社も経営し、メセナで芸術家などを
応援している会社社長から「うちで出し
ましょう」と話があり、以前本を出して
いたこともあり話がすぐにまとまった。
30 代半ばから、約 40 年間に訳した詩
の中から選んだという。
　完成した本は 1000 部限定の通し番号
のついた 8000 円近くする豪華本だっ
た。今回の受賞について「自分の集大成
と思ったものが認められたことは、格別
にうれしい」と喜んだ。
　古典文学の研究者の一方、自ら狂詩、
戯文をつづる。これまで 40 冊近い本を
送り出しているが、著書の題名には酒に
まつわるものが多い。「讃酒詩話」「文酒
閑話」「壺中天酔歩…」。一杯やりながら

客」が加わった。「ボケジジイというこ
とですからこれは最近ですよ」
　大学ではロシア文学を学んだ。ラテン
語、スペイン語なども翻訳していると聞
き「何カ国語がお分かりになりますか」
と尋ねてみた。「ギリシャ、スペイン、
中国、プロバンス…。何とか読んで分か
るものまで入れると10カ国語ですかね」
とさらり。
　最近は陶淵明、和泉式部、西行らの東
洋の文学がよくなってきた。「横文字よ
りいいですね」と話す。
　出身は上田市塩尻。

趣味でもある狂歌
や漢詩を声に出し
て読むのが楽しみ
という。「もう年
なので昔のような
大酒は飲めないで
すがね」
　 学 生 時 代 か ら

「枯骨閑人」を名
乗っている。最近
は戯号に「老

ろうもう

耄書

　関東同窓会では総会、新年会開催などの活動や年 2 回
の会報発行などを通して会員の皆さまの交流の場を提供す
るとともに、テーマごとの委員会活動を実施しています。
上田の同窓会本部からは独立した組織で運営しており、運
営費は関東在住の同窓生を中心とする年会費（2 千円）、
寄付金および会報広告料によって全てが賄われています。
近年では総会での母校班活動招聘などによる支出増で単年
度収支では赤字が続いております。
　2016 年 3 月末時点での会員（5,630 人）の年会費納入
率は約 25％で、期別では、50 期代 64％、60 期代 41％、
70 期代 20％、80 期代 9％、90 期代 4％と若くなるに従っ

て低くなっています。50 期代前半の皆さまが年会費免除年
（80 歳）になることを考慮すると、70 期代以降の会費納入
促進が急務の状況です。代表幹事のご協力を頂き、年会費納
付キャンペーンを 3 年続けて実施しましたが、期単位での
ばらつきが大きいことも課題です。
　今回の基金活用検討委員会でも「同窓会の運営経費は基本
的には年会費によって賄われるべき」との意見を頂いていま
す。本年度も年会費納入のお願いを継続していきますので、
ご理解・ご協力よろしくお願いします。
　　　　　　　    　　　　幹事長　倉沢　裕　（６９期）

年会費納入にご協力を！ 　　　　　　　　　

受賞した訳詩集を手に渋谷区のホテルで

文学賞贈賞式で。右端が沓掛氏　（東京・帝国ホテル）


